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戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
規
制
の
変
遷

示日

田

次

序
|
|
考
察
の
対
象
と
視
点

第
一
章
競
争
制
限
禁
止
法
の
当
初
の
構
想
(
一
三
巻
二
号
〉

第
二
章
社
会
的
市
場
経
済
の
も
と
で
の
カ
ル
テ
ル
禁
止
政
策
の
展
開
(
一
一
一
一
一
巻
一
号
〉

第
三
章
競
争
政
策
の
転
換

llsカ
ル
テ
ル
禁
止
政
策
の
新
た
な
動
き

序

説

第
一
節
経
済
安
定
成
長
促
進
法

一
成
立
に
至
る
ま
で
の
経
過

二
内
容
の
検
討

三

ま

と

め

第
二
節
競
争
政
策
の
新
し
い
指
導
像

一
新
し
い
指
導
像

目

(三)健

夫
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説

二
第
二
回
法
改
正

三
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

H

ホ
ッ
プ
マ

γ
論
争

四
ま
と
め
(
以
上
本
号
〉

第
三
節
後
期
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
禁
止
実
務
の
検
討

第
四
章
協
調
的
行
動
の
禁
止

む

す

び

論

第
三
章

競
争
政
策
の
転
換
1
1
1
カ
ル
テ
ル
禁
止
政
策
の
新
た
な
動
き

序

説

順
風
満
帆
か
に
み
え
た
社
会
的
市
場
経
済
は
一

O
年
を
経
過
す
る
こ
ろ
か
ら
多
く
の
試
練
に
直
面
し
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
。
輸
出
や
投

一
九
五
八
年
に
は
経
済
成
長
率
が
急
激
に
低
下
し
、
は
じ
め
て
の
本
格
的

資
の
拡
大
に
よ
り
飛
躍
的
に
発
展
し
て
き
た
西
ド
イ
ツ
経
済
も
、

な
循
環
的
不
況
を
体
験
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
西
ド
イ
ツ
経
済
が
戦
後
の
復
興
を
一
応
成
し
遂
げ
て
、
他
の
資
本
主
義
諸
国
と
同
じ
状
況
に

突
入
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
れ
以
後
の
西
ド
イ
ツ
は
、
過
剰
生
産
、
イ
ン
フ
レ
問
題
、
物
価
上
昇
と
い
っ
た
資

本
主
義
本
来
の
問
題
と
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
段
階
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
実
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
輸
入
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

一
九
五
二
年
以
来
の
貿
易
収
支
の
黒
字
累
積
の
も
と
で
の
マ
ル
ク
の
自
由
交
換
性
、

貿
易
自
由
化
の
進
展
は
国
内
の
流
動
性
を
高
め
、
そ
の
結
果
、

五
0
年
代
の
末
に
は
深
刻
な
通
貨
安
定
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
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H
U
 

労
働
力
の
減
少
。

一
九
六
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
西
ド
イ
ツ
の
良
質
な
労
働
力
の
源
泉
で
あ
っ
た
東
ド
イ

ツ
か
ら
の
人
口
の
移
入
が
停
止
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
外
国
人
労
働
者
は
労
働
力
の
需
給
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
労
働
力
供
給
の
増

加
率
は
逐
年
低
下
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
が
経
済
成
長
率
の
鈍
化
の
原
因
と
な
っ
た
。

(3) 

公
共
財
政
の
放
漫
化
。
西
ド
イ
ツ
で
は
、
占
領
軍
の
政
策
に
よ
り
強
固
な
連
邦
制
が
採
用
さ
れ
、
地
方
財
政
は
連
邦
政
府
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
及
ば
な
い
高
度
の
独
立
性
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
連
邦
銀
行
の
引
き
締
め
に
も
拘
ら
ず
、
財
政
の
放
漫
化
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ず
重
大
な
経
済
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
諸
問
題
が
表
面
化
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
疑
い
を
差
し
は
さ
ま
れ
な
か
っ
た
社
会
的
市
場
経
済
の
政
策
原
理

は
修
正
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
市
場
経
済
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
秩
序
的
枠
組
の
提
供
を
中
心
と
す
る
政
策
の

み
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
、
加
え
て
国
家
の
手
に
よ
る
広
範
な
か
っ
一
貫
性
を
と

山

m

戦後西ドイツにおけるカルテル規制!の変遷

も
な
っ
た
景
気
対
策
を
求
め
る
傾
向
が
次
第
に
支
配
的
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

連
邦
政
府
も
か
か
る
状
況
を
放
置
で
き
ず
、
体
系
的
な
景
気
政
策
・
成
長
政
策
を
可
能
に
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
に
着
手
す
る
。
そ
の

具
体
的
成
果
が
一
九
六
七
年
六
月
八
日
の
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
(
の

g
2
N
N
5
3邑
2
5
m
仏日

ω
S
E
X
E
S仏
門
宮
巧
R
Z・

2
5
m
仏
巾
門
司
王
国
口

E
Pと
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
の
誕
生
は
、
社
会
的
市
場
経
済
の
政
策
原
理
に
転
換
を
も
た
ら
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。

マ
ク
ロ
経
済
的
な
立
場
か
ら
の
景
気
政
策
・
成
長
政
策
の
台
頭
は
競
争
政
策
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
経
済
安
定
成
長

促
進
法
の
制
定
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
六
八
年
一
月
二
九
日
に
連
邦
経
済
省
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
「
競
争
政
策
の
指
導
像
に
関
す
る
検
討
の
結

果
」
と
題
す
る
覚
え
書
き
は
、
競
争
政
策
を
、
新
自
由
主
義
の
唱
え
た
よ
う
な
秩
序
政
策
と
し
て
で
は
な
く
、
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一
定
の
経
済
的
成
果
(
技
術

的
進
歩
・
経
済
成
長
)
を
達
成
す
る
た
め
の
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
新
た
な
方
向
を
示
唆
し
て
い
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
覚

え
書
き
で
示
さ
れ
た
方
向
の
も
と
で
競
争
制
限
禁
止
法
の
改
正
作
業
が
進
め
ら
れ
、

一
九
七
三
年
の
第
二
回
改
正
と
し
て
結
実
す
る
。



説

以
上
略
述
し
た
よ
う
な
状
況
下
で
一
九
六
七
年
以
降
カ
ル
テ
ル
禁
止
実
務
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
章

の
課
題
で
あ
る
。
以
下
の
叙
述
で
は
、
ま
ず
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
L

(

第
一
節
)
、
「
競
争
政
策
の
新
し
い
指
導
像
」
〈
第
二
節
〉
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、
課
題
に
入
る
こ
と
に
す
る
(
第
三
節
、
次
稿
)

0

論

ハ1
〉
出
水
宏
一
『
戦
後
ド
イ
ツ
経
済
史
』
ハ
昭
五
三
)
一
五
四
頁
。

(
2
〉
こ
の
部
分
の
叙
述
は
、
野
尻
武
敏
「
西
独
経
済
政
策
の
新
展
開
」
国
民
経
済
雑
誌
一
一
九
巻
二
号
七
O
頁
(
と
く
に
七
二
貝
)
、
日
本
銀
行
調
査
局

「
西
ド
イ
ツ
経
済
の
成
長
鈍
化
と
そ
の
背
景
|
|
社
会
的
市
場
経
済
原
理
の
新
展
開
」
調
査
月
報
ハ
日
銀
)
一
八
巻
二
一
号
四
八
頁
以
下
、
林
大
造

コ
九
六

0
年
代
の
西
独
経
済
」
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
〈
C
「日・

Z
0・
泊
二
頁
以
下
を
参
考
に
し
た
@

第
一
節

経
済
安
定
成
長
促
進
法

ま
ず
経
済
安
定
成
長
促
進
法
に
つ
い
て
、
制
定
経
過
を
簡
単
に
述
べ
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
後
、
同
法
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

成
立
に
至
る
ま
で
の
経
過

競
争
制
限
禁
止
法
が
制
定
さ
れ
る
直
前
の
一
九
五
六
年
に
す
で
に
連
邦
経
済
省
、
連
邦
大
蔵
省
の
顧
問
経
済
学
者
に
よ
り
、
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
機
能
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
機
能
を
有
効
な
ら
し
め
る
た
め
の
景
気
政
策
の
導
入
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
エ
ア

ハ
ル
ト
の
指
導
す
る
社
会
的
市
場
経
済
は
、
も
と
も
と
景
気
政
策
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
経
過
政
策
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
う
え
に
、
西
ド
イ

ツ
経
済
が
復
興
段
階
に
あ
り
、
し
か
も
問
題
が
生
じ
て
も
中
央
銀
行
に
よ
る
通
貨
政
策
に
よ
り
こ
れ
を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
聞
は
、

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
と
く
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

北法32(2・4)348



し
か
し
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
経
済
が
成
熟
段
階
に
達
し
景
気
の
過
熱
や
不
況
が
深
刻
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
場
あ
た
り

的
な
経
過
政
策
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
積
極
的
な
景
気
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
具
体
的
な
政
策
と
い
っ

て
も
、
従
来
財
政
や
金
融
等
に
関
す
る
諸
政
策
の
間
に
整
合
性
が
欠
け
、
加
え
て
連
邦
と
州
の
独
立
し
た
財
政
運
営
を
保
障
す
る
基
本
法
一

O
九
条
が
円
滑
な
政
策
運
営
を
妨
げ
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
取
り
除
き
整
合
的
な
景
気
政
策
を
可

能
に
す
る
法
的
措
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

一
九
六
三
年
、
す
で
に
経
済
大
臣
を
辞
し
て
首
相
に
な
っ
て
い
た
エ
ア
ハ
ル
ト
は
、
重
い
腰
を
あ
げ
、
景
気
対
策
の
手
段
体
系
の
整
備
に

(3) 

乗
り
出
し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
、
連
邦
経
済
大
臣
お
よ
び
連
邦
大
蔵
大
臣
に
整
合
的
な
景
気
対
策
の
た
め
の
法
律
の
制
定
の
準
備
作
業
が

委
託
さ
れ
た
。
そ
の
後
各
部
内
で
具
体
的
な
作
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
一
九
六
六
年
二
月
財
政
改
革
委
員
会
が
提
出
し
た
「
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
に
お
け
る
財
政
改
革
に
関
す
る
答
申

(
O
E
2
Z
S
与
虫
色
芯
出

E
口
問
え

O
H
B
Z
回

Z
E
2
5吉
ZFW
巴巾

5
2
z
s
e」
に

戦後西ドイツにおけるカルテノレ規制の変遷

よ
っ
て
決
定
的
な
進
展
を
み
た
。
連
邦
政
府
は
ほ
ぼ
こ
の
答
申
に
従
っ
て
同
年
六
月
に
、

問

C
E
R
E
m
仏

2

3三田口
E
吉山口

r
g
皆
同

E
E件
)
」
を
連
邦
議
会
に
提
出
し
た
。

「
経
済
安
定
促
進
の
た
め
の
法
律
(
の
2
2
N
N
C同

連
邦
議
会
に
お
け
る
審
議
は
同
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
草
案
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
通
過
せ
ず
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
経
済
的
・

政
治
的
原
因
に
も
と
づ
く
い
く
つ
か
の
追
加
・
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

草
案
が
連
邦
議
会
に
上
程
さ
れ
た
当
時
は
景
気
の
過
熱
を
い
か
に
押
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
経
済
問
題
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
草
案
に
規

定
さ
れ
て
い
た
諸
手
段
は
景
気
抑
制
的
な
色
彩
の
強
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
一
九
六
六
年
下
期
の
深
刻
な
不
況
の
到
来
は
、

単
な
る
景
気
抑
制
的
な
内
容
を
越
え
た
、
よ
り
多
様
な
手
段
を
草
案
に
盛
り
込
ま
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
ま
ず
当
初
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か

北法32(2・5)349

っ
た
所
得
税
・
法
人
税
を
景
気
調
整
の
た
め
に
弾
力
的
に
運
用
す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
た
。
次
に
、
も
っ
ぱ
ら
抑
制
的
な
効
果
を
狙
っ
て

提
案
さ
れ
て
い
た
「
信
用
枠
の
規
制
(
関
岡
市
内

E
1ぇ
o
E
-
2
5
m
)」
と
い
う
手
段
の
代
わ
り
に
、
「
景
気
調
整
準
備
金
(
同

o己
g
E
E
g
g
t



説

m-冊目白}協同位向
w
r
m巾
〉
」
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

論

政
府
草
案
に
法
律
の
性
格
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
契
機
は
、
や
は
り
審
議
中
に
起
っ
た
政
権
交
代
と
そ
れ
に
と
も
な
う
S
P

D

(
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
〉
の
政
権
参
加
で
あ
る
o

五
0
年
代
の
国
民
的
英
雄
エ
ア
ハ
ル
ト
も
経
済
の
変
動
期
に
は
十
分
手
腕
を
発
揮
し
え

ず、

政
権
担
当
後
わ
ず
か
三
年
で
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

抜
け
た
。
そ
し
て
大
連
合
の
結
果
と
し
て
、

エ
ア
ハ
ル
ト
か
ら
政
権
を
受
け
継
い
だ
キ

l

ジ
ン
ガ

l

(
関山何回目ロ

m
R

S
P
D
と
の
い
わ
ゆ
る
「
犬
連
合
」
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
機
を
切
り

S
P
D
か
ら
外
務
大
臣
に
や
プ
ラ
ン
ト
ハ
回
E
E
F
当
巳
己
、
経
済
大
臣
に
シ
ラ

1
3
n
r
E
R

相
ハ
ロ
ユ
)
も
組
閣
に
苦
し
み
、
結
局
一
九
六
六
年
二
一
月
、

剛
ハ
ミ
]
)
が
就
任
し
た
。

経
済
大
臣
の
ポ
ス
ト
に

S
P
D
の
経
済
政
策
の
理
論
家
シ
ラ
ー
が
就
い
た
こ
と
は
、
法
案
の
審
議
の
方
向
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。

彼
の
主
張
す
る
経
済
政
策
は
「
全
体
的
カ
ジ
取
り
政
策
(
♀
与
与
え

2
2
5
m
)」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
自
動
調
整

機
能
だ
け
で
は
完
全
一
雇
用
・
経
済
成
長
・
国
際
収
支
の
均
衡
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
経
済
的
な
諸
関
係
は
十
分
に
調
整
さ
れ
な
い
と
し
て
、
経
過

な
経
済
運
営
を
要
求
す
る
政
策
体
系
で
あ
っ
た
。
以
後
の
法
案
審
議
に
は
シ
ラ
ー
の
こ

政
策
を
も
加
え
た
総
合
的
な
政
策
に
よ
る
包

og-

の
主
張
が
浸
透
し
、
制
定
さ
れ
る
べ
き
法
律
は
当
初
の
も
の
か
ら
性
格
的
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
当
初
は
景
気
政
策
の

た
め
だ
け
の
法
律
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
が
、
後
に
「
適
切
な
経
済
成
長
」
の
維
持
が
法
の
目
的
に
加
え
ら
れ
、
成
長
政
策
の
た
め
の

手
段
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
経
済
安
定
促
進
法
」
草
案
は
、
景
気
抑
制
的
な
政
策
の
た
め
の
法
か
ら
景
気
拡
大
的
な
手
段
を
も
含
め
た
総
合

的
な
景
気
調
整
の
た
め
の
法
へ
、
さ
ら
に
は
成
長
政
策
の
諸
手
段
を
も
加
え
て
総
体
的
な
経
済
運
営
の
た
め
の
〈
い
い
か
え
れ
ば

Eos-

∞♂己巾

E
ロ
ぬ
の
た
め
の
)
法
へ
と
性
格
を
変
え
、
名
称
も
「
経
済
安
定
促
進
法
」
か
ら
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
改
め
ら
れ
て
、

九
六
七
年
六
月
八
日
成
立
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

北法32(2・6)350



(3) 

ハ
1
〉
こ
の
成
立
経
過
に
関
す
る
部
分
の
叙
述
に
あ
た
っ
て
は
、
空
白
出
¥
宮
田
ロ
nr¥巴
自
由
5
3
R
C
S
H
H
H氏
、
、
町
、
b
g品
弘
司

~waFSH即
時

S
丸

丸

な

司
民
主
尽
き
丸
町
、
き
さ
円
EHH-
日
間
2
r
g円ゲ巾
5
8
5仏
四
円
耳
目
比
四
円
片
品
〉
三
宮
向
。
"
ω
E
H
若江
-
F
H
-
5・

5za
呂
田
町
民
ψ

呂田
4

(

以
下

』
円
。
書
道
皇
官
、
γω
・2lω
三
立
法
資
料

(ωnr正
己
主
E
F
H
W
E
仏
g
〉
5
R
E
a
g
Z
H
J
5
5
n
E四
円
ロ
邑
宮
正
巳
己
g
r円同白
m
g
c
r
m
H
舟
ロ

〈
号
ロ
門
rH
回ロロ品。
ω円
四
四
百
円
ロ
ロ
問
。
即
ロ
向
。
ゲ
Hmhro口
何
ロ
門
司
EH同
o
g
E
C
m
m
E
N
G
ω
N
E円
旬
。
見
合
同
ロ
ロ
拘
仏
め
門
司
-
2
R
Y仰向円
-wroロ
ωEr--HSFNE
切
吋
-

U
2口
rsnro
〈

¥H由
叶
∞
)
一
野
尻
武
敏
・
前
掲
論
文
〈
序
説
註
(
2
〉
〉
、
内
山
隆
夫
「
『
経
済
安
定
成
長
促
進
法
』
の
経
済
政
策
体
系
」
同
志
社
大
学
経

済
学
論
議
二
二
巻
六
号
七
七
頁
、
竹
内
沼
夫
他
『
現
代
の
経
済
構
造
と
法
』
(
昭
五

O
)
W、
財
政
(
手
島
孝
)
第
四
章
第
一
節
「
西
ド
イ
ツ
の

H

経

済
安
定
成
長
促
進
法

ι
を
参
考
に
し
た
。

ハ
2
)
社
会
的
市
場
経
済
の
も
と
で
も
経
過
政
策
が
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
通
貨
改
革
以
後
は
と
く
に
「
通
貨
価
値
の
安
定
」
に
意
を

注
ぎ
中
央
銀
行
に
よ
る
通
貨
政
策
が
重
視
さ
れ
て
き
た
(
日
銀
調
査
局
・
前
掲
論
文
(
序
説
註
(

2

)

)

六
一
一
良
)
。

(

3

)

手
島
『
前
掲
書
』
(
註
ハ
l
u
)

六
四
七
頁
。

(

4

)

こ
の
部
分
は
と
く
に
、

ω仲
良
ロ
¥
宮
{
町
民
主
国
m
w
E
5
3
2・』円。
S
B
S
H
S
コ
ω・
誌
を
参
考
に
し
た
。

(
5
)
F
E
E
-
F
H
-・
4
弓

E
R
E
h
g司
G
E
r・
古
川
匂
g
礼

H
e
q
S込
書
F
b、
hwg.BQhghhgRE」
S
F
E
-
H
M
-
∞-
M
H
O
Q
E
¥同日・

M
H
E・〉・

ハ
6
)

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
の
制
定
と
同
時
に
基
本
法
一

O
九
条
も
改
正
さ
れ
た
。
参
考
ま
で
に
挙
げ
る
と
、
従
来
、

「
連
邦
お
よ
び
各
州
は
財
政
に
関
し
独
立
し
て
お
り
、
相
互
に
依
存
し
な
い
」

と
い
う
規
定
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
改
正
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
第
2
1
4
項
が
追
加
さ
れ
た
。

「
凶
連
邦
お
よ
び
各
州
は
、
財
政
に
関
し
、
全
体
経
済
的
均
衡
の
諸
要
請
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

同
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
要
す
る
連
邦
法
律
に
よ
り
、
景
気
適
合
的
財
政
お
よ
び
多
年
度
財
政
計
画
に
つ
い
て
の
諸
原
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

司令

凶
全
体
経
済
的
均
衡
の
撹
乱
の
防
止
の
た
め
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
要
す
る
連
邦
法
律
に
よ
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
関
す
る
規
則
を
制
定
す
る

こ
と
が
で
き
る

l

地
域
団
体
お
よ
び
目
的
団
体
に
よ
る
起
債
の
最
高
限
度
額
、
条
件
お
よ
び
時
間
的
順
序

2

連
邦
お
よ
び
各
州
の
、
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
に
無
利
子
の
預
金
を
保
持
す
る
義
務
(
景
気
調
整
準
備
金
)
法
規
命
令
発
令
の
授
権
は
、
連
邦
政

府
に
の
み
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
規
命
令
は
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
法
規
命
令
は
、
連
邦
議
会
が
要
求
す
る
場
合
に
限
り

北法32(2・7)351
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説

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
詳
細
は
連
邦
法
律
が
定
め
る
よ
(
訳
文
は
、
手
島
『
前
掲
室
田
』
六
五
六
頁
に
よ
る
)

.;;，d.. 
日間

内
容
の
検
討

次
に
こ
の
法
律
の
内
容
を
簡
単
に
検
討
し
て
み
よ
一

μ

同
法
は
ま
ず
第
一
条
で
目
的
を
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。

「
連
邦
お
よ
び
各
州
は
、
そ
の
経
済
政
策
的
、
財
政
政
策
的
措
置
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、
全
体
経
済
的
な
均
衡
の
要
請
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
か
る
措
置
は
市
場
経
済
的
秩
序
の
枠
内
で
、
同
時
に
、
安
定
的
か
つ
適
度
な
経
済
成
長
の
も
と
で
の
価
格
水
準
の
安
定
、
高
い
雇
用
水
準
お
よ
び

対
外
経
済
的
均
衡
に
寄
与
す
る
よ
う
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

第
一
文
の
「
全
体
経
済
的
な
均
衡
の
要
請
」
と
は
、
次
の
第
二
文
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
「
価
格
水
準
の
安
定
」
、
「
高
い
雇
用
水
準
」
、

外
経
済
的
均
衡
」
お
よ
び
「
安
定
的
か
っ
適
度
な
経
済
成
長
」
の
四
つ
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
同
列
に
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
連
邦
や
各
州
が
経
済
運
営
に
あ
た
っ
て
こ
の
四
つ
の
目
的
を
顧
慮
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
第
二
条
以
下
で
そ
の
た
め

の
法
と
し
て
の
性
格
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、

の
様
々
な
手
段
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
同
法
の

20Z-巳
2
2
5ロ
m

そ
れ
ら
の
手
段
に
よ
る
措
置
は
「
市
場
経
済
秩
序
の
枠
内
」
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
法
が
直
接
規

制
的
・
介
入
的
な
方
法
を
避
け
、
あ
く
ま
で
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
維
持
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
や
〉

具
体
的
な
手
段
に
つ
い
て
み
る
と
、

州
お
よ
び
地
域
団
体
(
の
与
5
Z
F
r官同
l

ま
ず
経
済
政
策
に
整
合
性
を
も
た
せ
、
さ
ら
に
連
邦
、

聞の

zr〉
間
で
の
経
済
政
策
に
統
一
性
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
(
同
法
の
手
段
は
財
政
政
策
の

た
め
の
そ
れ
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
〉
。
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(3) 

経
済
お
よ
び
財
政
政
策
に
つ
い
て
の
「
年
次
経
済
報
告
書

(rrg当
吉
田
与
え
g
Z
5
Z〉
」
の
提
出
(
第
二
条
)
。
こ
れ
に
は
、
山

「
全
体
経
済
の
発
展
の
鑑
定
の
た
め
の
専
門
家
委
員
会
」
(
-
九
六
三
年
設
置
〉
の
年
次
勧
告
ハ

γ
z
g
m
c
g
n
z
g〉
に
対
す
る
連
邦
政
府

の
見
解
、
問
当
該
年
度
に
連
邦
政
府
が
追
求
す
る
経
済
政
策
上
お
よ
び
財
政
政
策
上
の
諸
目
標
、
同
当
該
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
る
経
済
政

策
お
よ
び
財
政
政
策
、
が
開
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
報
告
書
は
将
来
の
政
策
や
経
済
状
況
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
政
策
主
体
聞
に
整
合
性
の
あ
る
政
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
日
v
こ

の
報
告
書
は
連
邦
政
府
に
よ
り
毎
年
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
る
。

凶
財
政
援
助
の
実
態
を
明
示
し
た
「
補
助
金
報
告

(ω
忌
2
5
Z
S
F
H
W
Zと
の
提
出
ハ
第
一
二
条
〉
。
二
年
ご
と
に
連
邦
政
府
に
よ

り
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
る
。

国
家
機
関
と
民
間
の
組
織
〈
労
働
組
合
と
事
業
者
の
団
体
)
と
の
聞
の
協
同
、
す
な
わ
ち
「
協
調
的
行
動
(
烈
S
S
H
t
R芯
〉

E-ー

)
 
-
1
 
(
 

…m
 

戦後西ドイツにおけるカノレデル規制!の変遷

。
ロ
こ
の
た
め
の
情
報
資
料
の
提
供
(
第
三
条
)
。

財
政
の
長
期
的
か
つ
広
範
な
運
営
を
目
指
し
た
財
政
五
ヵ
年
計
画
の
定
立
(
第
九
条
)
。
い
わ
ゆ
る
多
年
度
財
政
計
画
制
度
の
導
入
で

)
 
・I(
 

あ
る
。
こ
れ
は
連
邦
大
蔵
大
臣
に
よ
り
策
定
さ
れ
、
政
府
の
決
定
を
う
け
た
後
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
る
。
こ
の
財
政
計
画
策

定
の
基
礎
と
す
る
た
め
、
各
連
邦
大
臣
は
そ
の
所
管
の
行
政
領
域
に
関
す
る
「
多
年
度
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
白
押

rH芯
rH-m山
巾
同
ロ
〈
巾
印

H
X
5
5
l

を
連
邦
経
済
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

℃
同

o
m
E
B
B巾
)
」

(第一

O
条)。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
行
政
諸
領

域
の
活
動
の
調
整
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
財
政
計
画
の
公
表
に
よ
っ
て
、
連
邦
、
各
州
お
よ
び
地
域
諸
団
体
の
財
政
政
策
上
の
諸
目
標
お
よ

び
諸
方
策
の
整
合
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
)

州
連
邦
、
各
州
お
よ
び
地
域
団
体
の
財
政
運
営
を
調
整
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
の
「
公
共
体
景
気
対
策
委
員
会
(
討
。
旦

gw苫片
岡
由
仲

宗
門
岳
町
民

F
Z
F
F
Z
3
5」
の
設
置
(
第
一
八
条
)
o

問
委
員
会
は
連
邦
経
済
大
臣
(
委
員
長
)
、
連
邦
大
蔵
大
臣
、
各
州
か
ら
の
一
名

北法32(2・9)353
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の
代
表
者
、
市
町
村
お
よ
び
市
町
村
組
合
か
ら
四
名
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
同
委
員
会
は
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
山
本
法
の
目
的

〈
第
一
条
)
の
達
成
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
景
気
政
策
上
の
措
置
、
凶
公
共
予
算
の
信
用
需
要
の
充
足
の
可
能
性
、

に
関
し
て
答
申
す
る
こ
と

論

を
任
務
と
し
て
い
る
。

以
上
は
政
策
の
整
合
性
を
図
る
た
め
の
、
あ
る
い
は
政
策
主
体
聞
の
協
同
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
た
が
、

よ
り
具
体
的
な
政
策

手
段
と
し
て
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

)
 
-
l
 
(
 
景
気
調
整
準
備
金
(
第
七
条
)
。
連
邦
お
よ
び
州
は
一
定
の
方
法
で
景
気
調
整
準
備
金
を
積
み
立
て
あ
る
い
は
こ
れ
を
取
り
崩
す
こ

と
が
で
き
る
(
第
五
J
八
条
、
第
一
四
、

一
五
条
)
。
こ
の
積
み
立
て
と
取
り
崩
し
を
基
軸
と
し
て
連
邦
政
府
は
予
算
を
反
循
環
的
に
執
行

ず
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

凶
投
資
割
戻
し

Q
2
2吾
Z
E
r
o
E田
)
制
度
(
第
二
六
条
三
号

a
、
第
二
七
条
二
号
)
。

を
刺
激
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は
景
気
後
退
期
に
は
法
規
命
令
に
よ
っ
て
、
仕
入
れ
費
用
も
し
く
は
製
造
費
用
の
七
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
所
得
税
お
よ
び
法
人
税
を
税
額
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
景
気
後
退
期
に
お
け
る
投
資
活
動

税
率
の
操
作
(
第
二
六
条
三
号
b
、
第
二
七
条
一
号
、
二
号
〉
。
連
邦
政
府
は
、
法
規
命
令
に
よ
っ
て
、

得
税
お
よ
び
法
人
税
を
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
引
き
上
げ
〈
景
気
過
熱
期
〉
、
も
し
く
は
引
き
下
げ
る
(
景
気
後
退
期
〉
こ
と
が
で
き
る
。

制
そ
の
ほ
か
に
、
貨
幣
政
策
に
関
し
て
、
「
割
引
国
庫
証
券
(
冨

o
E
E
R
g
m名
品
芯
B
と
お
よ
び
「
流
動
証
券
予
S
S仏
E
Z
l

匂
岳
山
由
同
)
」
の
発
行
を
み
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
邦
銀
行
の
公
開
市
場
操
作
の
適
用
範
囲
の
拡
大
が
な
さ
れ
(
第
二
九
条
〉
、
対
外
通
商
政

策
に
関
し
て
は
、
対
外
通
商
の
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
に
利
用
で
き
る
経
済
政
策
上
の
手
段
の
投
入
が
連
邦
政
府
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

川凶

一
年
以
内
の
期
間
で
、
所

(
第
四
条
〉
。

以
上
み
た
よ
う
に
経
済
安
定
成
長
促
進
法
の
諸
規
定
は
、
行
政
機
関
に
一
定
の
行
為
を
義
務
づ
け
て
は
い
て
も
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
政
策
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実
施
の
た
め
の
法
的
な
枠
組
の
設
定
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
政
策
手
段
に
つ
い
て
も
そ
の
権
限
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

最
終
的
な
政
策
の
採
用
の
決
定
は
行
政
府
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
お
v
同
法
が
マ
グ
ロ
経
済
の
領
域
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
経
過
政
策
の
基

本
法
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

戦後西ドイツにおけるカルテノレ規制の変遷 (3) 

ハ1
)
条
文
に
は
様
々
な
財
政
学
上
の
用
語
が
出
て
く
る
が
、
も
と
よ
り
著
者
に
は
不
案
内
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
叙
述
に
お
い
て
も
、
専

門
家
の
方
々
の
研
究
ハ
一
の
註
(
1
〉
掲
載
の
諸
論
文
)
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

(
2
〉

ω門m
B
¥冨出口口「¥一回国
E
5
3
R
』
門

3
3ミヌ

ω-a-

(

3

)

一
の
註
ハ
1
)
引
用
の
立
法
資
料
I
・
4

3・6
参
照
。
こ
の
点
に
広
範
な
直
接
規
制
的
措
置
に
よ
り
全
体
経
済
的
な
均
衡
を
維
持
す
る
こ
と
を
白

的
と
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
ニ
ュ

l
デ
ィ

I
ル
政
策
と
の
ち
が
い
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

3
Z
B
¥呂田

zr¥回
目
白

g
q
R
白
・
由
。
・

ω
白

3
。

〈

4
〉
内
山
・
前
掲
論
文
ハ
一
の
註
(
1
〉
〉
八
八
頁

u
E
2ロ
¥
宮
出
口
口
『
¥
国
自
由

B
q
F
白・同・

0
・・∞

-
E∞-

(
5
〉
内
山
・
前
掲
論
文
八
五
頁
u
g
R口
¥
宮
出
口
口
「
¥
出
回
5
5
3出
子
出
回
・

0
・
ω
司自・

(
6
)
ω
S
B
¥宮
田
口
ロ
『
¥
出
向
反
自
由
百
戸
田
・
問
。
・

ω
・
3
・

(

7

)

同守言、。・

ω・
叶
∞
(
シ
ラ
ー
の
こ
と
ば
で
あ
る
)
。

ま
と
め

以
上
の
叙
述
に
お
い
て
す
で
に
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
る
が
、
経
済
安
定
成
長
促
進
法
の
意
義
は
次
の
二
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
こ
の
法
律
の
成
立
に
よ
っ
て
整
合
的
、
体
系
的
な
経
過
政
策
の
た
め
の
法
的
な
枠
組
み
が
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
国
家
に
よ
る
景
気
の
舵
取
り
政
策
は
現
在
多
く
の
国
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
決
し
て
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し

同
法
は
か
か
る
政
策
を
法
的
に
目
的
化
し
か
っ
手
段
化
す
る
も
の
で
あ
り
こ
こ
に
同
法
の
画
期
的
な
性
格
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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説

第
二
に
1
1
1
本
稿
の
テ

l
マ
か
ら
す
る
と
よ
り
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
|
|
経
済
運
営
に
関
す
る
基
本
思
想
の
変
化
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
社
会
的
市
場
経
済
の
も
と
で
も
経
過
政
策
は
全
く
排
除
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
な
限
り
で
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
整
合
す

論

る
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
基
本
思
想
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
自
律
的
な
働
き
に
よ
っ
て
経
済
全
体
が

調
整
さ
れ
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
経
済
状
況
の
変
化
は
市
場
機
構
の
維
持
を
中
心
と
し
た
経
済
運
営
を
困
難
な
ら
し
め
、
こ
こ
に

よ
り
自
覚
的
な
景
気
政
策
・
成
長
政
策
を
も
加
え
た
総
合
的
な
経
済
運
営
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
か
か
る
政

策
を
法
的
に
体
系
化
す
る
同
法
の
誕
生
は
、
右
の
よ
う
な
基
本
思
想
の
転
換
を
迫
る
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
同
法
は

第
一
条
で
市
場
経
済
の
尊
重
の
立
場
は
貫
い
て
お
り
、
同
法
の
成
立
を
も
っ
て
社
会
的
市
場
経
済
が
完
全
に
変
質
し
た
と
み
る
こ
と
は
正
し

く
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
〉
2
2ロ¥云
E
n
r
¥出
国

g
g
a
m
p
』円。話連

S
Hぬコ

ω
叶
由
・
同
書
に
よ
る
と
経
済
安
定
成
長
促
進
法
は
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
の
白
か
ら
み
て
も
世
界
で

最
も
包
括
的
か
つ
最
も
進
ん
だ
法
律
と
し
て
通
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(
2
〉
野
尻
・
前
掲
論
文
(
一
の
註
(

1

)

〉
八
一
官
民
。
こ
の
法
律
を
積
極
的
に
支
持
す
る
者
は
競
争
と

Q
c
g
r
B
5包
括
の
両
者
の
調
和
を
強
調
す
る
。

そ
こ
で
は
社
会
的
市
場
経
済
の
基
本
法
と
し
て
の
競
争
制
限
禁
止
法
に
マ
ク
ロ
経
済
の
分
野
で
対
応
す
る
法
律
が
経
済
安
定
成
長
促
進
法
で
あ
り
後
者

は
市
場
経
済
の
機
能
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
(
関

R
5・4
〈

o
-
R
S
m
-
h
a
2
R
E

』い
S
E
R同
絵
、
司
a
F
G
E
S含
官
同
社
共
関
口
』
ロ
・
回
目
江
区
切
ロ
ロ
ロ
-
Z
E
n
Z
P
E
S
-
ω
・
∞
叶
¥
お
お
よ
び
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
シ
ラ
1
の
文
章

参
照
)
。
な
お
経
済
安
定
成
長
促
進
法
は
制
定
経
過
で
も
触
れ
た
よ
う
に
S
P
D
の
政
策
観
を
体
現
す
る
法
律
で
あ
る
が
、
同
党
の
唱
え
る
経
済
政
策
は

C
D
U
/
C
S
U
の
「
社
会
的
市
場
経
済
」
と
対
比
し
て
「
啓
蒙
さ
れ
た
市
場
経
済
公
正
回
目
E
r
g
宮

R
r耳
目
Z
岳
民
丹
と
と
も
呼
ば
れ
る
。

ハ
3
)
同
法
の
そ
の
後
の
経
過
で
あ
る
が
、
空
白
ロ
¥
宮
E
n
r
¥民間
5
5
3
0
p
p
m
-
0
・∞

-
S
R・
に
よ
れ
ば
、
同
法
そ
れ
自
体
は
好
ま
し
い
効
果
を
も
た
ら

し
う
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
予
定
さ
れ
て
い
た
諸
手
段
が
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
具
体
的
な
景
気
政
策
上
の
措
置
を
可
能
に
す
る

法
律
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
政
策
決
定
機
関
の
調
整
の
問
題
な
ど
ま
だ
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
者
m
E
P
の
Z
Z
S
P
E
G
g
-目
当
E凹
n
E
E
5
5包
括
ロ
ロ
門
日
開
E
r
o
B
5
8名
o
z
t
F
O河
b
o

切
品
・
凶

M
H〈

(
H
S
u
y
ω
-
H
M
H
は
一
九
七
三
年
ま
で
の
景
気
・
成
長
政
策
の
成
果
は
所
期
の
目
標
に
達
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
こ

と
が
同
法
の
価
値
を
失
な
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
同
様
に
法
の
不
備
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
節

競
争
政
策
の
新
し
い
指
導
像

(3) 

次
に
経
済
安
定
成
長
促
進
法
の
成
立
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
起
こ
っ
た
競
争
政
策
の
指
導
理
念
の
変
化
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
叙
述

は
ま
ず
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
一
九
六
八
年
の
連
邦
経
済
省
に
よ
る
覚
え
書
き
に
つ
い
て
そ
の
内
容
と
意
義
と
を
探
り
、
続
い
て
、
こ
の
覚
え

書
き
の
基
本
思
想
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
競
争
制
限
禁
止
法
の
第
二
回
改
正
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
以
上
の
経
過
の
理
論
的
背
景
と

な
っ
た
競
争
政
策
の
目
的
に
関
す
る
学
説
上
の
論
争
を
紹
介
す
る
。

戦後西ドイツにおけるカルテノレ規制の変遷

新
し
い
指
導
像

西
ド
イ
ツ
の
経
済
成
長
の
鈍
化
傾
向
の
な
か
で
の
一
九
六
六
年
の
深
刻
な
不
況
の
到
来
と
と
も
に
、
色
。
σ白
-
2
2
2
5
m
や
経
済
成
長
が

経
済
政
策
上
の
課
題
と
し
て
活
発
に
論
ぜ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
矛
先
は
競
争
政
策
に
も
及
び
、
そ
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
た
。

も
と
も
と
理
想
主
義
的
・
観
念
的
性
格
の
強
い
新
自
由
主
義
の
競
争
政
策
観
が
競
争
制
限
禁
止
法
に
与
え
た
影
響
は
と
く
に
そ
の
基
本
的

な
性
格
や
目
的
の
部
分
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
(
第
一
章
第
二
節
一
一
参
照
)
o

し
か
し
現
実
に
は
、
た
と
え
ば
同
法
制
定
の
段
階
で
の
カ

ル
テ
ル
に
関
す
る
多
く
の
適
用
除
外
規
定
の
導
入
、
結
合
規
制
規
定
の
削
除
、
あ
る
い
は
制
定
後
の
「
協
業
の
手
引
き
」
や
一
九
六
五
年
改

正
に
よ
る
中
小
企
業
カ
ル
テ
ル
の
促
進
等
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
分
権
的
自
由
競
争
秩
序
を
是
と
す
る
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
学
派
の
思
想
に
反
す

る
よ
う
な
事
実
が
多
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
o

や
が
て
一
九
六
六
年
の
深
刻
な
不
況
が
訪
れ
、
経
済
政
策
論
議
が
活
発
に
な
る
な
か
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説

で
、
競
争
政
策
の
分
野
に
お
い
て
も
、
今
述
べ
た
よ
う
な
競
争
制
限
禁
止
法
運
用
下
で
の
現
実
の
経
験
を
政
策
の
理
念
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
動
き
が
大
連
合
内
閣
の
内
部
で
起
こ
っ
た
。

論

一
九
六
六
年
連
邦
経
済
大
臣
に
就
任
し
た
シ
ラ
l
は
、
翌
年
連
邦
経
済
省
に
「
競
争
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
(
〉
号
長
田
明
石
宮
唱
え
神
宮
l

ぜ
『
叩

H
Z句
。

-EW〉
」
を
設
置
し
た
。
折
り
か
ら
「
経
済
安
定
促
進
法
」
案
が
連
邦
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、

こ
の
研

究
会
に
よ
り
競
争
政
策
の
指
導
像
や
岳

E
6
の
再
検
討
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
研
究
会
は
一
九
六
八
年
一
月
二
九
日
、

八
回
に
わ
た
る
会
議
に
お
け
る
討
議
の
成
果
を
「
競
争
政
策
の
指
導
像
に
関
す
る
検
討
の
結
果
(
開
括
与
巳
田
仏
2
豆
島
ロ
由
民

S
与
日
円

5

3
5
2
2
g
o
-
-江
田
口
宮
戸
市
戸
主
乱
)
」
と
題
す
る
覚
え
書
き
(
以
下
「
覚
え
書
き
」
で
引
用
〉
の
形
で
ま
と
め
上
岳
山
0

こ
の
「
覚
え
書

き
」
に
表
明
さ
れ
て
い
る
指
導
像
は
特
に
言
論
界
に
少
な
か
ら
ず
反
響
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
れ
ま
で
の
新
自
由
主
義
的
な
競
争
政
策
か
ら
の

転
換
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
「
新
し
い
」
と
い
う
形
容
詞
が
付
さ
れ
二
般
に
「
新
し
い
指
導
像
(
ロ

2
2
F
S
E仏
ご
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「
覚
え
書
き
」
で
は
八
項
目
に
わ
た
っ
て
競
争
政
策

研
究
グ
ル
ー
プ
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
川
競
争
に
対
す
る
考
え
方
、
凶
競
争
政
策
の
目
的
、
倒
具
体
的
な
法
改
正
の
提

案
、
の
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
こ
の
分
類
に
従
っ
て
説
明
す
る
。

そ
こ
で
次
に
こ
の
「
覚
え
書
き
」
の
新
し
い
指
導
像
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

付
「
覚
え
書
き
」
の
競
争
観

「
覚
え
書
き
」
は
ま
ず
冒
頭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
競
争
は
我
々
の
経
済
秩
序
の
基
礎
で
あ
る
。
競
争
は
、
我
が
国
の
自
由
な
基
本
秩
序
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
消
費
者
や
事
業
者
に
で
き
る
限
り
多
く

北法32(2・14)358



の
経
済
的
行
動
の
自
由
を
保
障
し
、
同
時
に
で
き
る
限
り
良
好
な
経
済
的
成
果
を
約
束
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ミ
ク
ロ
経
済
の
領
域
に
お
い
て
は
、
消
費
者
の
自

(
4
)
 

由
な
選
択
、
企
業
の
自
由
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
方
が
国
家
に
よ
る
統
制
措
置
よ
り
も
我
々
の
経
済
を
よ
り
う
ま
く
制
禦
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」

競
争
が
経
済
活
動
の
自
由
を
保
障
す
る
と
い
う
、
こ
の
部
分
を
読
む
限
り
、
競
争
制
限
禁
止
法
の
政
府
草
案
理
白
書
に
お
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
理
由
書
に
お
い
て
は
市
場
機
構
の
も
つ
秩
序
機
能
な
い
し
調
整
機
能
を
通
じ
て
市
場
参
加
者
聞
の

分
権
的
秩
序
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
自
動
的
に
良
好
な
経
済
的
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
(
第
一
章
第
二
節
二
参
照
)
。

し
か
し
「
覚
え
書
き
」
は
さ
ら
に
進
ん
で
活
動
の
自
由
の
ほ
か
に
競
争
が
い
か
な
る
経
済
的
成
果
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

(3) 戦後西ドイツにおけるカルテル規制の変遷

「
競
争
は
市
場
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
所
得
の
分
配
を
成
し
運
け
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
配
政
策
の
た
め
の
好
ま
し
い
出
発
点
を
形
成
す
る
。

経
済
過
程
に
お
い
て
は
、
競
争
は
、
消
費
者
の
選
択
に
応
じ
た
供
給
お
よ
び
労
働
力
と
資
本
の
合
理
的
投
入
を
図
る
。
競
争
は
さ
ら
に
そ
れ
を
越
え
て
、

(
5
)
 

変
化
す
る
経
済
状
況
へ
の
生
産
能
力
の
適
応
を
も
た
ら
し
、
技
術
的
・
経
済
的
進
歩
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
る
経
済
成
長
を
速
や
か
に
実
現
せ
し
め
る
己

こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
は
競
争
の
も
た
ら
す
経
済
的
成
果
に
積
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
以
上
引
用
し
た
競
争
の
果
た
す

様
々
な
役
割
は
「
競
争
の
機
能
」
と
呼
ば
れ
、
次
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は
、
行
為
の

自
由
の
保
障
、
市
場
へ
の
貢
献
に
応
じ
た
所
得
の
分
配
、
労
働
力
と
資
本
の
合
理
的
投
入
、

の
三
つ
の
機
能
で
あ
り
、
第
二
の
そ
れ
は
、
柔

軟
な
適
応
能
力
、
技
術
的
進
歩
、
全
体
経
済
的
進
歩
、

で
あ
る
。

そ
し
て
第
一
の
機
能
は
主
と
し
て
完
全
競
争
ハ

5-rsロ
任
官
同

grcHHgろ
と
い
う
市
場
モ
デ
ル
ー
ー
ー
す
な
わ
ち
で
き
る
限
り
多
く
の

北法32(2・15)359



説

売
り
手
と
買
い
手
と
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
の
誰
も
が
市
場
条
件
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
市
場
形
態
|
|
に
お
い
て
期
待
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
市
場
は
現
実
の
経
済
の
実
態
と
相
容
れ
な
い
と
言
う
v

こ
こ
に
は
競
争
制
限
禁
止
法
の
理
由
書
が

オ
イ
ケ
ン
の
完
全
競
争
の
静
態
的
な
モ
デ
ル
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
へ
の
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
列
。
「
覚
え
書
き
」
は
さ
ら
に
続
け
て
、
自

言命

ら
の
競
争
観
を
展
開
し
、
競
争
を
、
「
先
駆
(
〈
。

a
z
g
と
追
随
(
〈
R
F
-
m
cロ
m)
と
で
表
現
さ
れ
る
市
場
過
程
」
で
あ
る
と
把
握
す
る
。

し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
特
に
第
二
の
機
能
(
「
覚
え
書
き
」
は
こ
れ
を
動
態
的
機
能
と
呼
ぶ
)
が
中
心
と
な
る
が
、
こ
れ
は
完
全
市
場
モ
デ

ル
で
は
十
分
に
期
待
で
き
な
い
。
動
態
的
な
機
能
は
市
場
に
お
い
て
、
活
動
的
で
業
績
力
あ
る
企
業
が
対
抗
し
合
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
競
争

の
強
さ
が
高
ま
る
場
合
に
は
じ
め
て
果
た
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
完
全
競
争
モ
デ
ル
で
言
う
市
場
の
不
完
全
性
が
前
提
と
な
ぷ
o

こ
の
よ
う
に
、
市
場
の
不
完
全
性
の
も
と
で
、
技
術
的
進
歩
や
経
済
成
長
(
動
態
的
機
能
)
を
今
ま
で
以
上
に
促
進
し
、
他
方
で
他
の
競

争
機
能
を
も
満
た
す
よ
う
な
競
争
を
、
「
覚
え
書
き
」
は
「
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争

Q
E
E
S
E
E
r
-
m月
三
件
E
B
2
当
2
手
2
2
F
)
」

と
呼
ん
で
い
か
可
競
争
の
自
由
よ
り
も
競
争
の
も
た
ら
す
経
済
的
成
果
を
前
面
に
出
し
、
成
果
を
基
準
と
し
て
競
争
を
評
価
し
よ
う
と
す
る

態
度
が
明
白
で
あ
り
、
す
で
に
こ
こ
に
は
新
自
由
主
義
の
競
争
観
と
は
異
な
る
考
え
方
が
認
め
ら
れ
る
。

。
競
争
政
策
の
目
的

以
上
の
競
争
観
念
に
立
っ
て
「
覚
え
書
き
」
は
、
競
争
政
策
の
目
的
を
、
ま
ず
「
競
争
か
ら
期
待
さ
れ
る
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
成
果
を

最
適
化
す
る
競
争
の
促
進
お
よ
び
保
護
叫
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
右
で
述
べ
た
「
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争
の
保

護
・
促
進
」
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
も
一
応
、
社
会
的
成
果
(
競
争
の
自
由
)
と
経
済
的
成
果
の
両
者
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
最
適
化
」
と
い
う
こ
と
ば
が
示
す
よ
う
に
、
両
者
の
調
整
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
も
良

好
な
経
済
的
成
果
が
生
ま
れ
る
た
め
に
は
自
由
な
競
争
が
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
と
し
て
、
競
争
の
自
由
の
保
護
を
競
争
政
策
の
目
的
に
掲

北法32(2・16)360



げ
た
新
自
由
主
義
の
競
争
政
策
観
と
の
相
違
を
想
起
さ
せ
る
。

し
か
し
「
覚
え
書
き
」
が
右
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
機
能
的
・
有
効
的
競
争
」
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
競
争
政
策
は
最
終
的
に
、

術
的
お
よ
び
経
済
的
進
歩
を
最
大
限
促
進
す
る
た
め
に
一
定
の
市
場
の
不
完
全
性
を
・
:
意
識
的
に
受
け
入
れ
、
又
は
促
進
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
あ
れ
ば
ど
の
程
度
促
進
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
出
」
と
さ
れ
る
o

こ
こ
に
至
つ
て
は
じ
め

一寸

技

て
、
競
争
は
一
定
の
経
済
的
成
果
ハ
技
術
的
進
歩
・
経
済
成
長
)
を
も
た
ら
す
べ
き
も
の
で
あ
り
競
争
政
策
は
そ
の
た
め
に
実
行
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
、
言
い
換
え
れ
ば
競
争
を
一
定
の
経
済
的
成
果
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
「
覚
え
書
き
」
の
基

本
思
想
が
明
確
な
形
で
現
わ
九
一
切
o

そ
し
て
競
争
の
自
由
の
保
護
は
競
争
政
策
の
目
的
か
ら
排
除
さ
れ
て
い

M
V
こ
こ
に
は
ま
た
、

六
年
頃
特
に
活
発
で
あ
っ
た

2
0
Z
-
2
2
2
5
m
に
関
す
る
議
論
の
影
響
を
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

-
T
U
-

、

一
斗
ノ
」
ノ

(3) 

と
こ
ろ
で
「
覚
え
書
き
」
が
「
市
場
の
不
完
全
性
」
と
言
う
場
合
、
そ
れ
は
次
の
二
つ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

川
多
く
の
中
小
企
業
が
相
互
に
競
争
し
て
い
る
市
場
(
原
子
的
市
場
構
造
〉
、
又
は
大
企
業
と
極
め
て
弱
小
の
中
小
企
業
と
が
並
存
し

て
活
動
し
て
い
る
市
場
で
は
、
中
小
企
業
の
集
中
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
の
諸
前
提
は
改
善
さ
れ
る
。

凶
動
態
的
な
、
進
歩
と
成
長
と
を
促
進
す
る
競
争
機
能
は
、
し
ば
し
ば
、
一
定
の
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
限
定
さ
れ
た
数
の
競
争
者
と

制
限
さ
れ
た
製
品
の
同
質
性
百
B
E
E
r
o
g
。m
g
E。
、
制
限
さ
れ
た
市
場
の
透
明
度
(
呂
田
同
宮
可
自
由
吉
岡
市
ロ
N
)

と
に
よ
っ
て
特
徴
づ

け
ら
れ
る
市
場
に
お
い
て
よ
り
よ
く
達
成
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
競
争
政
策
に
よ
り
市
場
の
不
完
全
性
を
「
受
け
入
れ
又
は
促
進
す
る
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、

北法32(2・17)361
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-
1
 
(
 

最
適
の
企
業
規
模
の
達
成

un 

中
小
企
業
の
協
業
の
促
進

一m

一
定
の
状
況
下
で
の
、

よ
り
よ
い
経
済
的
成
果
を
も
た
ら
す
企
業
集
中
の
促
進



説

の
実
現
で
あ
刻
。

論

以
上
が
「
覚
え
書
き
」
に
お
け
る
競
争
政
策
の
指
導
像
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
競
争
の
動
態
的
機
能
(
技
術
的
進
歩
・
経
済
成
長
)
が
重
要

視
さ
れ
る
。
競
争
政
策
の
目
的
も
こ
の
機
能
を
最
も
よ
く
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と

は
、
動
態
的
機
能
は
一
定
市
場
形
態
(
市
場
構
造
)
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
覚
え
書
き
」

の
競
争
政
策
は
そ
の
よ
う
な
市
場
形
態
の
創
出
を
志
向
す
る
こ
と
に
払
問
。
こ
れ
は
、
何
度
も
述
べ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
競
争
制
限
禁
止
法

制
定
当
初
の
、
新
自
由
主
義
的
な
競
争
秩
序
形
成
の
政
策
と
は
、
そ
の
理
念
に
お
い
て
異
な
る
政
策
観
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
最
初
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
集
中
規
制
の
不
存
在
や
中
小
企
業
カ
ル
テ
ル
の
促
進
等
に
よ
り
、
「
覚
え
書
き
」
が
求
め
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
が
ら
は
実
際
に
実
現
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
限
り
で
は
、
「
覚
え
書
き
」
自
身
も
述
べ
る
よ
う
に
、
競
争
政
策
の
方
向
を
基

本
的
に
修
正
す
る
必
要
は
な
く
、
「
た
だ
そ
れ
ま
で
の
政
策
を
確
認
し
そ
の
後
も
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
の
み
が
重
要
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
日

と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
現
実
は
そ
う
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
主
張
全
体
が
競
争
制
限
禁
止
法
の
理
由
書
の
批
判
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
み
て
も
、
単
な
る
現
状
の
確
認
に
留
ま
ら
ず
、
競
争
政
策
の
指
導
像
、
あ
る
い
は
理
念
に
関
し
て
、
競
争
制
限
禁
止
法
制
定
当
初
と

は
異
な
る
新
し
い
方
向
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
「
覚
え
書
き
」
の
意
図
を
決
し
て
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
競

争
政
策
の
「
新
し
い
」
指
導
像
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
覚
え
書
き
」
の
有
す
る
も
う
一
つ
の
重
要
性
は
、
単
な
る
理
念
を
表
明
す
る
の
み
な
ら
ず
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
政
策
観
を
立
法
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
競
争
制
限
禁
止
法
の
改
正
を
も
提
言
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
「
覚
え
書
き
」
と
同
時
に
連
邦
経
済
省
は
同
法
の

改
正
草
案
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
草
案
は
閣
議
を
通
ら
ず
国
会
提
出
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
も
こ
の
線
に
沿
っ
て
改
正
準
備

は
政
府
部
内
で
続
け
ら
れ
、
競
争
制
限
禁
止
法
の
歴
史
上
最
も
重
要
な
一
九
七
三
年
第
二
回
改
正
が
実
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
つ

い
て
は
項
を
改
め
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

北法32(2・18)362



(3) 

〈

1
)
結
合
規
制
が
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
経
済
政
策
委
員
会
報
告
書
に
よ
る
と
、
「
企
業
結
合
の
許
可
制
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
国
民
経
済
学
的
観
点
か

ら
し
て
好
ま
し
い
最
適
企
業
規
模
の
十
分
な
育
成
を
阻
害
す
る
」

(
F
Z
n
F
C
3
1
2
n
z
h
w削
除
。
き
苦
言
芯
六
日

E
P
ω
-
H
H
S〉
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

(2)
州
内

E

F
巧
C
民
間
出
口
問
・
同
町
宮
浴
室

E
U
S
E
-豆
、
札
な
司
さ
か
内
屋
内
号
、
。
同
社
民

F
E
E
-
F
H
-
5・
F
E
-
窓
口
ロ
ロ

r
o
p
H
u
g
-
∞
∞
注
・
「
掌
え

書
き
」
の
全
文
は
本
書
に
付
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る

3
8ロ
・
)
の
で
そ
れ
を
参
照
し
た
。
こ
の
「
覚
え
書
き
」
は
最
初
は
政
府
の
内
部
資
料
と

し
て
機
密
扱
い
に
さ
れ
引
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
約
二
年
後
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
カ
ル
テ
(
後
の
第
二
代
連
邦

カ
ル
テ
ル
庁
長
官
〉
の
右
の
著
書
の
付
録
と
し
て
公
開
さ
れ
た
(
出
C

宅
B
S
F
F
・-
Z
E刊
当
さ
ず
担
当

2
r田
宮
口
丘
町
-
n

〈
O
B
者
E

Z耳
刊
号

N
E
同

2
2岳ロ
V
S
Z
H
r
H
0・ω芯
E
同ロロ

m-
缶、
V3窓
nF号
、
紅
、
同
Q
H
N
s
a
s
s。
去
に

S
丸
め

HEMHS-
回
ι-H∞
P
芯

8
・
ω・ω由
吋
(
臼
申
∞
)
脚
註
8
参
照
)
。

な
お
こ
の
カ
ル
テ
の
著
書
は
競
争
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
知
る
の
に
は
最
適
の
文
献
で
あ
る
。
日
本
人
の
研
究
と
し
て
、
菊
川
貞
巳
「
西
ド
イ

ツ
に
お
け
る
競
争
政
策
の
新
し
い
指
導
像
に
つ
い
て
」
京
都
産
業
大
学
経
済
経
営
論
叢
二
ニ
巻
三
号
四
四
頁
が
あ
り
、
本
節
の
叙
述
に
あ
た
っ
て
参
考

に
し
た
。

ハ
3
〉
出
。

3
5
8
P
M
W弘
nr・
ロ
広
田
口
開

2
8
5
8
阿
佐
田
巳
色
5
5
E
o
ι
σ
了
-
Z
2
2
認

さ

gd司刊号団司
c
-
E
r
j
b凶

HU叶0
・

ω・8
u
菊
川
・
前
掲
論
文

五
O
頁。

(
4
〉
同

R
2
p
p

回。
Jω
・申

ω・

(5)
同町

FSR悼む・

ω・由同・

(

6

)

同
円
九

VSNR拘白
・

mVMf

(
7
〉
「
覚
え
書
き
」
は
政
府
草
案
理
由
書
が
完
全
競
争
の
市
場
形
態
の
維
持
を
宣
言
し
て
い
る
部
分
(
第
一
章
第
二
節
二

i
同
〉
を
わ
ざ
わ
ざ
引
用
し
て

同
法
が
か
か
る
市
場
形
態
に
依
拠
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

(NNFS吾、

ω・
2
)。
こ
れ
は
「
覚
え
書
き
」
を
作
成
し
た
政
府
側
の
人
々
に
共
通
の
認

識
の
よ
う
で
あ
る
。

F
E
R
E
-
0
5・謡、
a
H
F
S雪
FRHrhH町
主
民
官
民
長
崎

Qpu
叶，

cr区間
n
p
Z
3・
ω・5
参
照
(
木
書
の
著
者
も
経
済
省
の
役

人
〉
。
し
か
し
立
法
資
料
や
当
時
の
文
献
か
ら
み
て
も
必
ず
し
も
政
府
側
の
言
う
よ
う
な
結
論
は
導
か
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
二
節
二
、

参
照
。
こ
の
頃
の
文
献
の
な
か
に
も
、
競
争
制
限
禁
止
法
は
完
全
競
争
市
場
の
維
持
を
目
的
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
も
の
が
多

い
。
国
名
目
目
白

5
・
何
巳
口

F
U
E
問
。
ロ
自
主
含
片
品
己
自
己

2

4
司

E
Z当
R
Z
E
S
E
E
p
p
p
r
z町
営
、
¥
位
、
~
〈
a
e
g
N
g
s。
遣
芯

S
札

匂
HQHな
と
』
叩
・
回
仏

-
H
3・
H由自由・

ω-N白
白

(N∞叶一)一

ω口
Emmm]・
L
『
ん
い
】

qm-
切
円
由
民
リ
}
戸
開
口
耳
目
色
ロ
ロ

2H巾
印
耳
目
円
円
ゲ
担
当
開
門
『
印
可

D-M昨日
ω
口
r
g
H
h
a
p
-
E
J
N
W匂
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説

呂
田
戸

ω・
呂
町
公
匂
U
U
E島田
B
S
F
守口

Z
P
当
E
v
g
m
H
Z
豆
E
R
v
g
円

E
E
P
司

E
r
g
g
n
r
E
N
S仏
の

g
刊
誌
問
。
回
目
ロ
巧

E
Z
3
H
F
-

Z
R
F古
r
z
z
m
p
g£
司
巴
叶
0
・
ω・叶
3
Q
g
)・

ハ
8
〉阿内田立件。
-
F
国・

0
・
ω・2
・
連
邦
政
府
は
同
じ
こ
と
を
す
で
に
、
一
九
六
七
年
の
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
の
年
次
報
告
に
対
す
る
政
府
見
解
の
な
か
で

表
明
し
て
い
る
(
吋
主
出

-
s
z
Z
H
W
E
H
U由斗咽

ω・6
0

(
9
)
N
U
F
G
E
皆、

ω-um-

(
叩
)
同
町
守
偽
造
Aha-ω
・甲山・

(
日
)
菊
川
・
前
掲
論
文
五
六
頁
。

ハロ
)
N
W
M
V
A
話
、

huω-U印・

(
臼
)
出

C
E
S
E
P
肘・・

-wzmgd〈
E
Z
Z
H
g宮
-ErEh
〈

o
g
d弓
2
5
4
5
H
r
N
5
m
g壬
n
r
B
E
r
g
-∞
窓
口
め
同

gmw
む
マ
窓
込
町
、
L

言、

~くミ叫

gbh町
営
き
詰
叫
町
民
お
札
匂

HQHな
と
ク
回
仏
・

H
E・
5
8・∞
-uS
公
0
0
)
・

(日比〉

h
F
S
n
r
ω
ム
エ
(
「
覚
え
書
き
」
に
一
斑
わ
れ
て
い
る
自
由
保
護
は
リ
ッ
プ
サ
1
ヴ
ィ
ス
で
あ
る
)
。

〈
日
)
問
問
H
2
P
同
・
白
・
。

-wω-甲町・

ハ叩山〉何回
V
2
2
出
RFω
・甲町・

(
げ

)
E
0
3
5
8
P
白-田・

0
・・

ω・8
H
1
8品・

(
叩
山
〉
同
内
向
は
お
・
白
・
白
・
。

--ω
也
会
そ
の
他

F
E
R
E
-
白・白・

0.‘
ω-HMUT庄
町
問
手
陣
・
白
・
。

-uω
・
由
印
∞
(
彼
は
「
新
し
い
指
導
像
」
の
反
対
論
の
立
場
か

ら
発
言
す
る
U

。
カ
ル
テ
に
よ
れ
ば
「
新
し
い
」
指
導
像
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
意
義
は
結
局
、
川
そ
れ
ま
で
の
、
必
ず
し
も
モ
デ
ル
(
完
全
市
場
)
に

忠
実
で
な
か
っ
た
い
わ
ば
妥
協
の
競
争
政
策
が
後
に
正
当
化
さ
れ
た
こ
と
、
凶
今
後
の
競
争
政
策
の
た
め
に
現
実
的
な
構
想
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
、
に
あ
る
(
関
目
立

Zw
白
・
由
。

-wω
・品
ω)
。

ハ
四
)
こ
の
改
正
案
も
そ
の
理
由
香
と
合
わ
ぜ
て
同
国
ユ

F
由・白・

0
・wω-HOHR
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

論

第
二
団
法
改
正

第
二
回
改
正
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
が
そ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
の
課
題
で
は
な
い
。
本
稿
の
テ

l
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マ
で
あ
る
カ
ル
テ
ル
禁
止
に
関
す
る
説
明
に
限
定
し
た
い
。

「
覚
え
書
き
」
は
第
一
条
の
カ
ル
テ
ル
禁
止
に
関
し
て
興
味
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

「
第
一
条
の
カ
ル
テ
ル
禁
止
は
、
一
方
で
影
響
軽
微
な
カ
ル
テ
ル
ま
で
も
掴
え
な
が
ら

(mZ忌
日
の
基
準
に
よ
る
厳
格
な
禁
止
を
指
す
、
筆
者
)
、
他

方
で
不
十
分
な
規
制
し
か
行
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
現
在
な
お
実
行
さ
れ
て
い
る
対
象
説
に
原
因
が
あ
る
。
対
象
説
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
契
約
に
よ

る
競
争
制
限
が
問
題
の
協
定
の
明
白
な
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
カ
ル
テ
ル
禁
止
は
適
用
さ
れ
、
目
的
や
結
果
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
適
用

(
l
)
 

き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

G
W
B
第
一
条
の
禁
止
範
囲
は
そ
の
限
り
で
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
り
非
常
に
狭
め
ら
れ
て
い
る
。
」

(3) 

そ
こ
で
「
覚
え
書
き
」
は
こ
れ
を
受
け
、
次
の
二
つ
の
点
に
わ
た
っ
て
改
正
を
提
言
す
る
。

戦後西ドイツにおけるカルテノレ規制の変遷

(42回
巾

E
r
r
)
制
限
し
な
い
カ
ル
テ
ル
を
禁
止
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
実
質
的
な
競
争
制
限
の
み
を
禁
止
す
る

)
 
・1(
 
競
争
を
実
質
的
に

こ
と凶
実
質
的
な
競
争
制
限
を
目
的
と
し
あ
る
い
は
も
た
ら
す
す
べ
て
の
協
定
を
禁
止
す
る
こ
と
)

「
覚
え
書
き
」
が
右
の
ニ
つ
の
改
正
の
う
ち
前
者
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
、
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
協
業
促
進
を
求
め
る
そ
の

競
争
政
策
観
か
ら
十
分
に
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
影
響
軽
微
な
カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外
の
主
張
は
一
九
六
八
年
の
連
邦
経
済
省
に
よ
る
改
正
案

で
は
、
次
の
よ
う
な
第
一

a
条
の
新
設
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
生
産
も
し
く
は
市
場
関
係
に
軽
微
な
(
ロ
日
ロ
ロ
巧

g
g岳
h
r
)

影
響
し
か
与
え
る
お
そ
れ
の
な
い
契
約
お
よ
び
決
議
に
は
第
一
条
は
適

用
さ
れ
な
い
」
(
同
条
一
一
項
)
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
カ
ル
テ
ル
に
つ
い
て
届
出
制
が
採
用
さ
れ
(
同
条
二
項
)
、
三
カ
月
以
内
に
カ

(
4
)
 

ル
テ
ル
官
庁
が
異
議
を
申
し
立
て
な
い
場
合
に
有
効
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
ハ
同
条
コ
一
項
)
。
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説

こ
の
第
一

a
条
の
導
入
の
理
由
は
、
協
業
の
形
成
に
対
す
る
競
争
法
上
の
障
害
を
取
り
除
き
大
企
業
に
対
す
る
中
小
企
業
の
独
立
性
を
保

障
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
企
業
に
有
利
に
か
つ
中
小
企
業
に
厳
し
く
形
成
さ
れ
て
き
た
競
争
制
限
禁
止
法
の
不
均
衡
を
是

正
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い

μ。
こ
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
第
一
条
の
解
釈
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
っ
た
し
、
実
際
に
は
、
第
二
章
で
み

論

た
よ
う
に
、

B
G
H
に
よ
り
岳
民
手
足
の
基
準
が
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
基
準
は
十
分
に
用
い
ら
れ
ず
、
実
質
的
に
は
競
争
行
動
を
制

ハ
6
)

約
し
合
っ
て
い
れ
ば
違
法
と
す
る
と
の
考
え
方
が
と
ら
れ
て
い
た
。
「
覚
え
書
き
」
に
と
っ
て
は
こ
の
こ
と
が
協
業
促
進
の
障
害
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
影
響
軽
徴
な
カ
ル
テ
ル
は
違
法
に
な
ら
な
い
こ
と
を
条
文
で
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
o

第
一
条
の
解
釈

を
経
由
す
る
協
業
の
促
進
は
、
す
で
に
「
協
業
の
手
引
き
」
に
よ
り
試
み
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
競
争
行
動
の
制
約
が
契
約
に
よ
り
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
基
準
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
右
の
提
案
は
対
市
場
効
果
に
し
ぼ
り
を
か
け
る
こ
と
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
改
正
案
は
、
新
し
い
指
導
像
の
反
対
者
か
ら
批
判
を
う
け
た
。
そ
れ
は
、

ω
「
軽
徴
な
(
ロ
日
ロ
ロ
4
4
2
2
E
n
r
)」
と
い
う

こ
と
ば
自
体
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ

U
V
市
場
に
軽
微
な
影
響
し
か
与
え
な
い
カ
ル
テ
ル
は
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
何
の
意
義
も
な
く
必
ず

し
た
が
っ
て
、
第
一

a
条
は
結
局
、
中
小
企
業
の
合
理
化
、
能
率
の
向
上
と
い
う
名
目

ハ
8
〕

の
も
と
に
競
争
政
策
上
問
題
あ
る
カ
ル
テ
ル
の
形
成
の
道
を
聞
く
も
の
で
あ
る
、
出
ま
た
そ
の
よ
う
な
条
項
を
も
た
な
い

E
C
競
争
法
と
の

統
一
性
を
阻
害
す
目
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
川
の
主
張
は
中
小
企
業
の
競
争
政
策
上
の
役
割
に
関
す
る
見
解
の
相
違
に
帰
せ
ら
れ
よ
う

競
争
制
限
的
な
効
果
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
、

(
第
二
章
第
二
節
二
参
照
)
。

一
九
六
八
年
の
改
正
案
の
こ
の
試
み
は
結
局
実
を
結
ば
ず
、

一
九
七
三
年
の
改
正
法
で
は
第
一
条
に
改
正
の
手
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
、
別
に
中
小
企
業
カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外
を
直
接
目
的
と
す
る
規
定
が
導
入
さ
れ
た
(
第
五
b
条
)
。
そ
こ
で
は
協
定
に
よ
り

合
理
化
が
達
成
さ
れ
、
か
つ
市
場
に
お
け
る
競
争
が
実
質
的
に
制
限
さ
れ
な
い
、
と
い
う
要
件
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
改
正
等
の
反
対
者

か
ら
み
れ
ば
、
よ
り
問
題
の
少
な
い
方
向
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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こ
れ
に
対
し
対
象
説
の
放
棄
と
い
う
「
覚
え
書
き
」
の
も
う
一
方
の
提
案
は
、
一
九
六
八
年
の
改
正
案
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
対

象
説
の
問
題
性
お
よ
び
そ
の
放
棄
は
、
こ
の
頃
に
は
カ
ル
テ
ル
庁
の
実
務
担
当
者
か
ら

V
競
争
理
論
の
学
者
か
印
も
主
張
さ
れ
て
い
た
o

草

案
に
と
り
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
側
の
責
任
者
の
挙
げ
て
い
る
理
由
を
み
る
と
、
ま
ず
こ
の
問
題
は

B
G
H
の
将
来
の
判
例

理
論
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
窺
え
る
。
ま
た
こ
こ
で
も
法
的
安
定
性
の
回
害
が
言
及
さ
れ
て
お
り
(
第
二
章
第

(3) 

二
節
一
、
参
照
)
、
目
的
説
や
結
果
説
は
む
し
ろ
濫
用
規
制
主
義
の
も
と
で
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
も
重
要
な

理
由
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
説
が
カ
ル
テ
ル
禁
止
の
対
象
範
囲
を
広
げ
る
可
能
性
を
有
す
る
と
述
べ
、
言
明
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
が
協

(uv 

業
促
進
を
妨
げ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
の
改
正
法
で
も
こ
の
点
の
改
正
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と
も
と
第

一
条
の
文
言
は
、
対
象
説
的
な
解
釈
し
か
許
さ
な
い
と
い
う
構
成
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
題
も
、
影
響
軽
微
な
カ
ル

テ
ル
の
除
外
の
場
合
と
同
じ
く
、
と
く
に
法
文
を
修
正
し
な
く
と
も
第
一
条
の
解
釈
に
よ
っ
て
解
決
可
能
で
あ
っ
た
。
結
局
、
カ
ル
テ
ル
禁

(
U
)
 

止
に
関
す
る
こ
の
二
つ
の
問
題
の
解
決
は
後
で
み
る
よ
う
に
実
務
に
よ
る
第
一
条
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

戦後西ドイツにおけるカルテル規制の変遷

(

1

)

同
州
由
同
門

B-
同
・
国
・

0
・・

ω・
8
・

(
2〉
同

町

F
S民営・

ω・
∞
∞
・

〈

3
)
こ
の
こ
と
は
、
川
の
提
案
を
述
べ
た
部
分
が
と
く
に
イ
タ
リ
ッ
ク
体
に
な
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ハ
4
)
同守

2
R
h
p
ω
-
H
Oゲ

(
5
)
N
S
S
E
-
ω
・
日

Mig-

(
6
〉
一
九
六
八
年
の
改
正
案
の
理
由
書
、
関
田
口

F
出
・
由
。
・
・

ω
-
H
E、
そ
こ
で
は
市
場
影
響
が
最
低
範
囲
を
こ
え
る
必
要
は
な
い
と
言
う

S
P
A
R
判

決
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
穴
恒
三

F
巧

」

州

内

8
1
5
t
cロ
E
L
R
包
R
E項
目
立

ωnzphw凶
巴
S
咽∞
-
E
3
3
(行
為
の
自
由
の
制
限
H
競

争
の
制
限
H

市
場
経
済
の
阻
害
、
と
い
う
単
純
な
公
式
は
も
は
や
経
済
の
現
実
を
把
握
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
可
影
響
軽
微
な
カ
ル
テ
ル

〈
切
晶

a
o
-
-
E
H
E
C
の
取
り
扱
い
は
、
実
は
、
法
律
制
定
当
初
か
ら
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
審
議
の
場
で
も
議
論
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
結
局
、
そ
の
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説

よ
う
な
カ
ル
テ
ル
は
、
通
常
そ
の
実
行
を
秩
序
違
反
と
し
て
過
料
を
課
す
だ
け
の
公
共
の
利
益
(
同
法
旧
八
一
、
八
二
条
)
が
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ

う
と
い
う
理
由
か
ら
、
法
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
(
∞

2
w
z
u
C
2
2宮
古
宮
、
与
。
若
宮
S
E
コ
H
〉
Eh---ω
ロ叶印)。

(

7

)

改
正
案
の
理
白
書
に
よ
る
と

E
耳

2
8
E
n
F
の
判
断
の
際
に
は
、
カ
ル
テ
ル
当
事
者
の
市
場
占
有
率
(
量
的
基
準
)
お
よ
び
カ
ル
テ
ル
の
性
格

(
質
的
基
準
〉
、
さ
ら
に
は
制
限
の
期
間
や
程
度
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
新
た
な
生
活
領
域
の
規
制
の
際
に
は
常
に
、
不
明
確
な

法
概
念
と
取
り
組
む
必
要
に
迫
ら
れ
る
以
上
、
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
第
一

a
条
の
規
定
は
問
題
は
な
い
と
言
う
。

(
8〉

N
R
河
町
内

C
H
E
L
O印
刷

Nmnrg
仏
白
巧
EHrodZHgrm印
n
y
H
E
E世
間

m
p
F口
口
事
、
R
H
S
2
2込

QNhha-な
お
宮
山
弓
R
F
W
E
e
p
F
E
吾、

c
a
s
h官
官
お
司
ミ
H
F
S雪
FhFE円
F
y
r
z品
。
P

F
同-
5・
N昨ロロ
F
呂町∞

"ω
・
印
公
注
目
〉
(
競
争
理
論
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
提
案
)
山
田
c
宅』

g
g
p
F
u
w
g官
E
B
Z
F間同
E
F
R
E
r
r了
-
H
M
E
E
d
F
5
2
R
g吉
宮
崎
J
F
g
g
z
a
g
L
2
3
5
2
0
H
Z
F
O
E
-
ω
n
r
g

の
E
E
F問
。
ロ
ロ
ロ
仏

L
S
5
5
2
2
r
4
0円
伊
丹
官
官
ロ
同
Cロ国内』ロ
B
N
g
ι
2
5
2
2四
-
-
5
5四回
g

g口
止
さ
お
仲
間
m
r
g
g
合
同
の
ぎ
切
・
同
)
』
凶

呂

3
・
ω・8
9
e
h
E
E
S
h
r・
。

5
・
同
州
立

g
n
r
o
F目
白
}
包
括
g
N
E
M
H
W
H
M件当
ZH同
HUH
任
問

N司
包
円
相
関
目
立
巳

]mgnR-ZD4巳
-P司Nha
モ

5
3・
ω
-
N
S
G
S
I
N
H印
)
(
彼
は
も
と
も
と
第
一
条
自
体
が
切
品
g
o
-
-
E
H
E
-
-を
除
外
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
持
っ
て
お
り
e
|
|
第
二
章
第
一

節
二
註
(

2

)

参
照

!ll第
一

a
条
の
新
設
は
必
要
な
い
と
言
う
)
。

ハ
9
)
r
z
s
n
F
白・同・。・・

ω
N
H印・

E
C
委
員
会
は
そ
の
後
ロ

l
マ
条
約
八
五
条
一
項
の
カ
ル
テ
ル
規
制
に
関
し
て
、
違
法
と
な
ら
な
い
最
低
基
準
を

公
表
し
た
。
す
な
わ
ち
一
九
七

O
年
六
月
二
日
の
委
員
会
告
示
に
よ
れ
ば
参
加
事
業
者
の
シ
ェ
ア
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
(
お
よ
び
参
加
事
業
者
の
売

り
上
げ
総
額
が
一
五

O
O万
計
算
単
位
以
下
〉
で
あ
れ
ば
違
法
と
な
ら
な
い
。

(
山
山
)
次
の
よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
。

「
第
一
条
の
規
定
は
、
第
五

a
条
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
種
類
の
企
業
間
の
共
同
行
為
に
よ
る
経
済
過
程
の
合
理
化
を
内
容
と
す
る
契
約

お
よ
び
決
議
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
り
市
場
に
お
け
る
競
争
が
実
質
的
に
阻
害
さ
れ
や
す
、
か
っ
当
該
契
約
又
は
決
議
が
中
小
企
業
の
能
率
の
向
上
に

資
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
」
(
問
条
第
一
項
U
o

(
日
〉
の
己
ロ
号
m
F
H
w
r
R
r白色
"Nmrロ
同
国
jyB
ロロロ仏
g
r由
江
巳

EHHM昨日目凶昨
nrz-nrzロ
門
田
〉
ロ
目
立
回
円
}fZHNmwF3
匂

Q
F
Z
句
史
習
や
込
Qミ
AWNE若
干
切
向
社
、
間
同
ぬ

N足
、
句
、
b
h
s
g札

P
E
E
N
R
a
g
g
¥
令
書

P
E
a
n
p句
例
。
ミ
寺
町
内
F
F
E
Z
-
F
H
Eロ
・
目
。
ロ
ロ
-
Y向

E
n
r
o
p
呂田∞

"ω
・
ロ
ハ
ロ
〉
・

(ロ
)
N
R
列。同
O
H
S
L
g
河内口
r
g
仏
2
4弓
2
号
。
唱
。
同
ゲ
ω
σ
g
n
F
E
Eロ
mgu
白血・

0
・・

ω-Hm-

(

臼

)

州

内

日

同

B
u
m
-
m・
o
.
ω
-
s・

論
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(
U
〉
な
お
、
新
し
い
指
導
像
に
と
っ
て
は
集
中
規
制
が
重
要
な
課
題
と
な
る
筈
で
あ
る
が
、
「
覚
え
書
き
」
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
明
確
な
態
度
を
示

し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
「
企
業
集
中
は
通
常
契
約
に
よ
る
競
争
制
限
よ
り
は
好
ま
し
い
側
面
を
有
し
て
い
る
た
め
に
、
カ
ル
テ
ル
よ
り
は
緩
や
か
な

規
制
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
許
可
制
の
代
わ
り
に
届
出
制
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
:
:
:
い
ず
れ
に
せ
よ
企
業
結
合
規
制
は
:
:
:
法
的
お
よ
び
実
務

的
に
か
な
り
の
困
難
な
問
題
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
集
中
問
題
を
国
内
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
み
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
こ
と

も
問
う
必
要
が
あ
る
。
解
決
の
努
力
は
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ハ
E
C
・
筆
者
)
に
お
い
て
も
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
関
R
2
0
・∞

P

。・・

ω・3
ど

と
述
べ
て
、
結
局
一
九
六
八
年
の
改
正
案
に
は
結
合
規
制
を
と
り
入
れ
て
い
な
い
。
結
果
的
に
は
七
三
年
改
正
で
実
現
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
実
際
に

議
論
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
り
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
る
の
は
こ
の
後
(
七
0
年
代
)
で
あ
る
。

カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
日
ホ
ッ
プ
マ
ン
論
争
・
経
済
的
成
果
か
競
争
の
自
由
か
?

(3) 

一
九
六
八
年
の
「
覚
え
書
き
」
を
生
み
出
し
た
要
因
と
し
て
は
、
競
争
政
策
の
実
務
や
経
済
状
況
の
変
化
の
ほ
か
に
理
論
的
背
景
を
も
挙

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
貢
献
し
た
の
は
経
済
学
者
カ
ン
ツ
ェ
ン
パ

y

ハ
(
阿
国
民
自

σ
R
Y
F
E邑
〉
の
競
争
理
論
で
あ
っ
た
。

一
九
六
五
年
に
彼
が
発
表
し
た
司

5
E
S
S
E
E
m
g伊
丹

乱

g
巧
己
号

2
2
Z
(競
争
の
機
能
性
)
」
と
題
す
る
著
書
の
な
か
で
は
機
能
的

競
争
が
論
じ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
た
競
争
政
策
上
の
諸
目
標
は
実
務
お
よ
び
学
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
。
な
か
で
も
、
現

代
の
新
自
由
主
義
者
ホ
ッ
プ
マ
ン

(
Z
0
3
5
8
P
開
巳

nr)
は

T
Z
E
n
r
R
E
H
2
2
5
5
g
w
oロ
0
5
5
5仏
皆
同
丘
団
丘
町
誌
に
カ
ン
ツ

ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
理
論
に
対
す
る
詳
細
な
批
判
論
お
を
寄
せ
、
こ
れ
が
さ
ら
に
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
反
論

γ呼
ぶ
結
果
と
な
り
競
争
政
策
に

戦後西ドイツにおけるカルテノレ規制の変遷

関
す
る
論
争
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
論
争
を
筒
単
に
紹
介
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
法
律
の
専
攻
者
に
す
ぎ
な
い
筆
者
の
手
に
余
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し

か
し
あ
え
て
試
み
る
の
は
我
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
論
争
は
あ
ま
り
み
か
け
な
い
し
、
何
ら
か
の
意
義
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

ハ
4
〉
る。
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説

付

カ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ッ
ハ
の
理
論
(
「
最
適
競
争
強
度
論
」
)

最
初
に
右
に
挙
げ
た
著
書
に
お
け
る
彼
の
主
張
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
て
お
く
。

論

ま
ず
彼
は
、

ほ
と
ん
ど
の
経
済
理
論
上
の
競
争
分
析
が
一
定
の
構
造
基
準
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
所
与
の
市
場
モ
デ
ル
か
ら
出
発
し
、
そ

こ
か
ら
全
体
経
済
的
な
機
能
を
論
じ
、
そ
の
機
能
に
も
と
づ
い
て
政
策
的
判
断
を
導
く
、

と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(
門
リ
】
白

H1w・
』
・

Y
向
・
〉

し
か
し
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
経
験
的
な
研
究
の
諸
成
果
と
は
合
致
し
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
は
ク
ラ

l
ク

に
よ
り
用
い
ら
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
「
一
連
の
全
体
経
済
的
機
能
か
ら
出
発
し
、

(
当
相
同
手
巾
l

そ
の
機
能
を
果
た
す
競
争
過
程

者
向
宮
官
。
N
島
)
の
性
格
、
す
な
わ
ち
機
能
的
競
争

Q
Zロ
E
S
S
E
E官
同
O
ロ
-2
ロg
N

)

を
追
求
す
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
。

換
言
す
れ
ば
、
市
場
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
競
争
過
程
が
果
た
す
|
|
全
体
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
|
|
経
済
的
刺
激
機
能
・
操
縦
機
能

(〉ロ

E
巾

g
'
Cロ仏
ω宮
口
巾

E
ロ
寝
間
ロ
ロ
宮
山
O
ロ
)
が
出
発
点
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
競
争
機
能
が
満
た
さ
れ
る
程
度
は
競
争
過
程
の
形

態
、
簡
単
に
言
え
ば
競
争
過
程
の
強
さ

Q
E
g丘
三
怠
件
)
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
機
能
が
全
体
経
済
的
に
み
て
最
適
の
形

で
結
合
さ
れ
た
一
つ
の
競
争
形
態
が
考
え
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
論
理
的
に
は
こ
の
最
適
競
争
形
態
が
競
争
政
策
の
指
導
像
を
形
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(
「
最
適
競
争
強
度
論
守

1
5居
者
3
Z
3
H
Z
E
g弘
前
)
」
〉
0

そ
し
て
最
後
に
具
体
的
な
競
争
政
策
上
の
措
置
に
つ
い

て
言
及
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
の
骨
子
の
順
序
に
従
っ
て
よ
り
詳
し
く
彼
の
理
論
を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。
そ
の
過
程
で
、

「
覚
え

書
き
」
が
い
か
に
カ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ッ
ハ
の
理
論
の
影
響
を
う
け
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
は
グ
ラ

l
ク
に
な
ら
い
、
具
体
的
な
競
争
機
能
と
し
て
次
の
五
つ
を
挙
げ
る
。

)
 
1
 
(
 
市
場
へ
の
貢
献
に
応
じ
た
機
能
的
所
得
分
配
(
分
配
機
能
〉

)
 
H
 
(
 
消
費
者
の
選
好
に
応
じ
た
財
お
よ
び
役
務
の
構
成
お
よ
び
配
分
(
操
縦
お
よ
び
調
整
機
能
)

生
産
諸
要
素
の
最
適
配
分
(
操
縦
お
よ
び
調
整
機
能
〉

山

mM
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非
経
済
的
与
件
(
と
く
に
恒
常
的
に
変
化
す
る
需
要
構
造
、
生
産
技
術
)
の
変
化
に
対
す
る
生
産
能
力
の
柔
軟
な
適
応
(
操
縦
お
よ

び
調
整
機
能
)

V
 
(討)

(3) 

生
産
お
よ
び
生
産
方
法
の
技
術
的
進
歩
の
増
進
(
刺
激
機
能
)

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
競
争
機
能
は
経
済
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
、
経
済
外
的
な
機
能
(
た
と
え
ば
経
済
的
活
動
の
自
由
の
保

障
)
は
考
慮
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ッ
ハ
は
さ
ら
に
右
の
五
つ
の
機
能
の
う
ち
、
最
初
の
三
つ
を
静

態
的
な
競
争
機
能
と
呼
び
、
後
の
二
つ
を
動
態
的
機
能
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
従
来
の
静
態
的
な
均
衡
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
で
は
た
し
か
に
こ
の

静
態
的
機
能
は
捉
え
ら
れ
う
る
が
、
動
態
的
機
能
は
無
視
さ
れ
る
と
述
べ
、
む
し
ろ
動
態
的
機
能
こ
そ
が
今
日
の
経
済
社
会
に
と
っ
て
は
決

定
的
に
重
要
で
あ
る
と
説
く
。

そ
れ
ゆ
え
彼
は
競
争
を
動
態
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
そ
れ
を
「
対
抗
(
閉
山
宮
田
E
E
)、
闘
争
(
阿
凶
器
6
3
お
よ
び
淘
汰
〈
〉

5E

F
Z〉
の
絶
え
ま
な
い
過
程
〕
と
把
握
す
る
。

戦後西ドイツにおけるカルテル規制jの変遷

最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
右
の
諸
機
能
を
競
争
が
十
分
発
揮
す
る
か
ど
う
か
は
競
争
過
程
の
強
さ
に
依
存
す
る
と
さ
れ
る
が
、
彼
は
次

に
こ
の
強
さ
を
測
定
す
る
基
準
を
追
求
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
そ
の
基
準
と
は
、
「
技
術
的
進
歩
が
事
業
者
に
も
た
ら
す
先
駆
的
利
潤
(
ぐ

2
1

3
号

2
5が
競
争
に
よ
り
再
び
浸
食
さ
れ
る
昏
」
で
あ
る
o

し
か
し
こ
の
基
準
自
体
は
不
明
確
で
あ
り
実
際
に
適
用
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
受
動
的
な
企
業
を
し
て
能
動
的
な
企
業
の
行
動
に
追
随
せ
し
め
る
要
因
を
追
求
す
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
重

要
な
の
は
「
追
随
し
な
け
れ
ば
生
じ
る
で
あ
ろ
う
自
己
の
生
存
危
機
(
開
比
三

gNm巾
E
Z
L
g
mと
で
あ
る
。
受
動
的
企
業
の
生
存
危
機
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
能
動
的
企
業
の
販
売
が
妨
害
さ
れ
る
可
能
性
は
高
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
能
動
的
な
企
業
の
販
売
は
そ
れ
だ
け

北法32(2・27)371

強
く
他
の
企
業
の
活
動
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
こ
れ
を
「
寡
占
的
相
互
依
存
守
口
問

0
3
-
5
5
Z
F
Z丘
召

g辛
口
N

〉」

領
結
局
、
競
争
の
強
さ
は
彼
の
い
う
寡
占
的
相
互
依
存
が
強
く
な
る
に
従
っ
て
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

と
呼



説

さ
ら
に
こ
の
寡
占
的
相
互
依
存
関
係
は
、
供
給
者
の
数
と
市
場
の
完
全
性
(
後
者
は
、
製
品
の
同
質
性
と
市
場
の
透
明
度
と
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。
両
者
が
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
市
場
の
完
全
性
も
増
大
す
る
)
の
程
度
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

一
般
的
に
は
、
供
給
者
の

論

数
が
減
少
し
、
市
場
の
完
全
性
の
程
度
が
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
寡
占
的
相
互
依
存
は
高
ま
り
、
そ
の
結
果
競
争
強
度
も
高
ま
る
こ
と
に
な

る
w

そ
し
て
こ
の
供
給
者
の
数
も
市
場
の
完
全
性
も
と
も
に
「
相
対
的
に
不
変
の
構
造
的
変
数
〕
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
競
争
強
度
は
か
か

る
要
素
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
市
場
形
態
の
機
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
は
次
二
つ
を
区
別
す
る
。

)
 
-
1
 
(
 

供
給
者
の
数
が
非
常
に
多
く
市
場
の
完
全
性
が
非
常
に
低
い
市
場
形
態
に
お
い
て
は
競
争
強
度
は
極
め
て
低
く
、
最
適
以
下

(
5

Z
E
-
-虫
色
)
で
あ
る
。

出
こ
れ
に
対
し
、
供
給
者
の
数
が
非
常
に
少
な
く
、
市
場
の
完
全
性
が
非
常
に
高
い
市
場
形
態
に
お
い
て
は
競
争
強
度
は
極
め
て
強

く
、
最
適
以
上

2
Z
B
E
E
-
)
で
あ
話
v

o 
d9.そ
伍し

ろ2て
L... 

と
呼
ふJ。

「
最
適
競
争
強
度
」

は
こ
の
両
者
の
中
聞
に
存
在
す
る
と
さ
れ
、

そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
市
場
形
態
を

「
広
い
寡
占

(42FZ

カ
ン
ツ
ェ
ン
バ

γ

ハ
は
最
後
に
、
競
争
政
策
上
の
結
論
を
導
く
。
競
争
政
策
は
右
に
挙
げ
た

諸
機
能
が
十
分
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
最
適
強
度
の
競
争
が
期
待
さ
れ
う
る
市
場
形
態
(
広

い
寡
占
)
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
広
い
寡
占
を
直
接
国
家
の
手
に
よ
っ
て
創
出
す
る
と
い
う
方
法
は
採
ら
れ
ず
、
右
の

最
適
以
下
お
よ
び
最
適
以
上
の
市
場
形
態
の
各
々
に
つ
い
て
競
争
強
度
を
最
適
に
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
を
提
案
す
る
o

す
な
わ
ち
、

川
最
適
以
下
の
競
争
強
度
の
市
場
形
態
に
お
い
て
は
競
争
強
度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
企
業
の
数
を
減
少
さ
せ
る
た

め
企
業
結
合
の
促
進
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
合
併
の
よ
う
な
堅
い
結
合
か
ら
、
購
入
お
よ
び
販
売
共
同
体
の
よ
う
な
ゆ
る
い

以
上
の
よ
う
な
競
争
分
析
に
も
と
を
つ
い
て
、

結
合
ま
で
含
ま
れ
る
。
ま
た
市
場
の
完
全
性
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
強
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
製

北法32(2・28)372



(3) 

口
聞
の
同
賀
性
と
市
場
の
透
明
度
を
高
め
る
合
理
化
l
、
条
件
l
、
リ
ベ
ー
ト
カ
ル
テ
ル
の
許
可
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ω
最
適
以
上
の
競
争
強
度
の
市
場
形
態
に
お
い
て
は
余
り
に
高
い
寡
占
的
相
互
依
存
(
競
争
強
度
)
を
緩
和
す
る
こ
と
に
務
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
市
場
形
態
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
o

最
も
典
型
的
な
方
法
は
企
業
分
割
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

実
際
に
は
実
行
困
難
で
あ
り
、
全
体
経
済
上
も
好
ま
し
く
な
い
結
果
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
企
業
結
合
を
規
制
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
れ
以
上
の
企
業
の
数
の
減
少
を
押
え
る
と
い
う
方
法
は
有
効
で
あ
る
(
企
業
結
合
規
制
の
導
入
の
提
案
)
0

市
場
形
態
自
体
を
修

正
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
な
い
場
合
に
は
次
善
の
策
と
し
て
、
こ
の
市
場
の
も
と
で
発
生
す
る
競
争
制
限
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
但
し
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
競
争
制
限
を
禁
止
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
競
争
の
機
能
が
可
能
な
限
り
維
持
さ
れ
る
よ
う

に
競
争
制
限
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
価
格
競
争
は
い
か
な
る
場
合
で
も
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
最
適
以
上
の
競
争
強
度
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
価
格
競
争
は
、
長
期
的
な
経
済
的
能
率
に
よ
っ
て
で
は
な
く
短
期
的
な
予
備

流
動
性
や
予
備
生
産
能
力
あ
る
い
は
そ
の
他
の
経
済
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
寡
占
的
価
格
闘
争
(
早
巾

Z
E
E
-
)
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ

る
o

し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
市
場
に
お
い
て
は
純
粋
の
価
格
カ
ル
テ
ル
を
許
可
す
る
こ
と
が
望
ま
い
叶
。

以
上
が
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
が
問
題
の
著
書
に
お
い
て
展
開
し
た
主
張
の
概
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
覚
え
書
き
」
の
内
容
に
多
大
の
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
競
争
政
策
上
の
具
体
的
な
措
置
は
別
と
し
て
、
市
場
成
果
を
基
準
と

戦後西ドイツにおけるカルテル規制の変遷

し
た
競
争
の
理
解
や
市
場
形
態
(
市
場
構
造
)
志
向
的
な
競
争
政
策
観
な
ど
、
基
本
的
な
部
分
は
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
考
え
方
が
そ
の
ま

ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
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。
ホ
ッ
プ
マ
シ
の
批
判

彼
の
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
に
対
す
る
批
判
の
中
心
は
、
競
争
の
自
由
が
競
争
政
策
の
目
的
の
な
か
に
何
ら
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点



説

(ゆ〕

に
あ
る
。
こ
こ
で
競
争
の
自
由
と
は
、
「
先
駆
の
自
由
、
技
術
的
革
新
の
自
由
、
新
た
な
財
を
生
産
す
る
自
由
、
経
済
的
進
歩
の
自
由
、
:
:
:
」

を
意
味
す
る
。
ホ
ッ
プ
マ
ン
に
よ
れ
ば
競
争
政
策
の
目
的
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
競
争
の
自
由
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
良
好
な
経
済
的
市
場

北法32(2・30)374

論

成
果
(
関
口
同
刊
。
r
oロ
OBF凹nrm
肘
話
各
包
凹
田
市
〉
で
あ
る
。
新
古
典
派
の
経
済
理
論
に
よ
れ
ば
こ
の
両
者
聞
に
は
抵
触
は
生
じ
な
い
。
つ
ま
り

競
争
政
策
に
お
い
て
規
範
化
さ
れ
る
べ
き
競
争
は
競
争
の
自
由
と
良
好
な
経
済
的
成
果
と
を
同
時
に
含
む
。
し
か
し
そ
こ
で
は
競
争
を
市
場

成
果
に
よ
っ
て
規
範
化
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
個
別
的
に
市
場
成
果
を
測
定
す
る
必
要
は
な
く
、
競
争
が
競
争
の
自
由

ハ
却
)

の
制
限
に
よ
り
阻
害
さ
れ
れ
ば
市
場
成
果
も
悪
化
す
る
と
い
う
確
認
で
十
分
で
あ
る
。

以
上
の
前
提
に
立
っ
て
彼
は
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
理
論
に
逐
一
批
判
を
加
え
て
ゆ
く
。
以
下
彼
の
主
張
で
あ
る
。

カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
は
彼
が
依
拠
す
る
グ
ラ
I
ク
や
エ
ド
ワ
l
ズ

(Ej者
向

F
。
・
則
)
で
さ
え
競
争
の
自
由
が
競
争
政
策
の

ま
ず
、

目
的
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
現
実
の
競
争
政
策
は
そ
う
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
競
争
の
自
由
を

(
忽
)

考
慮
し
て
い
な
い
。
彼
の
挙
げ
る
五
つ
の
経
済
的
競
争
機
能
に
し
て
も
必
然
的
に
競
争
の
自
由
を
前
提
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
動
態
的
機

能
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
あ
る
い
は
潜
在
的
市
場
参
加
者
が
技
術
的
革
新
を
他
人
に
先
駆
け
て
追
求
す
る
自
由
が
制
限
さ

(お〉

れ
て
い
な
い
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
他
の
市
場
参
加
者
が
そ
れ
を
模
倣
す
る
自
由
も
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

供
給
者
の
数
お
よ
び
市
場
の
完
全
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
一
定
の
市
場
形
態
に
も
と
守
つ
い
て
競
争
強
度
を
判
断
す
る
こ
と
も
誤
っ
て
い

る
。
ま
ず
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
供
給
者
の
数
と
市
場
の
完
全
性
と
を
外
生
的
な
構
造
的
変
数
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と

自
体
極
め
て
静
態
的
な
分
析
方
法
で
あ
る
。
動
態
的
な
競
争
過
程
は
む
し
ろ
供
給
者
の
数
や
市
場
の
完
全
性
(
製
品
の
同
質
性
、
市
場
の
透

明
度
)
の
変
動
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
ら
は
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
競
争
過
程
の
結
果
で
あ
る
。
ま
た
一
定
の
市
場
形
態
の

み
か
ら
は
競
争
強
度
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
言
う
最
適
以
上
の
市
場
形
態
に
お
い
て
も
、
競

争
強
度
が
最
適
以
上
で
あ
る
と
い
う
結
論
は
、
少
な
い
供
給
者
と
高
い
市
場
の
完
全
性
そ
れ
自
体
か
ら
は
導
か
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
さ



ら
に
前
提
条
件
が
付
け
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
潜
在
的
競
争
の
排
除
、
卒
新
的
競
争
の
制
限
、
市
場
の
非
拡
大

的
段
階
で
あ
る
。
潜
在
的
競
争
が
排
除
さ
れ
て
お
ら
ず
、
革
新
的
競
争
が
自
由
で
か
つ
市
場
が
拡
大
的
段
階
に
あ
る
限
り
、
た
と
え
供
給
者

の
数
が
少
な
く
市
場
の
完
全
性
が
高
く
と
も
、
競
争
強
度
が
最
適
以
上
で
非
機
能
的
で
あ
る
と
は
言
え
な

JV

最
後
に
、
競
争
政
策
上
の
具
体
的
措
置
が
目
指
す
広
い
寡
占
と
い
う
市
場
形
態
に
お
い
て
は
、
競
争
の
自
由
が
種
々
の
行
為
に
よ
っ
て
制

限
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
競
争
強
度
が
カ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ッ
ハ
の
い
う
最
適
で
あ
っ
て
も
競
争
の
機
能
は
回
害
さ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
競
争
の
自
由
の
制
限
は
経
済
的
な
機
能
の
充
足
を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
競
争
の
自
由
の
制
限
を
放
置
す
る
よ
う
な
競
争
政

策
は
目
的
整
合
性
を
欠
く
。

戦後西ドイツにおけるカルテル規制の変遷 (3) 

カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
ッ
プ
マ
ン
の
見
解
の
対
立
は
、
今
ま
で
の
説
明
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
経
済
的
成
果
(
市
場
成
果
〉
と
競

争
の
自
由
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
相
違
に
起
因
す
る
。
ホ
ッ
プ
マ
ン
が
両
者
の
聞
に
矛
盾
を
認
め
ず
む
し
ろ
競
争
の
自
由
は
経
済
的

成
果
達
成
の
た
め
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
る
の
に
対
し
て
、
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
は
経
済
的
成
果
の
み
に
注
目
し
て
競
争
の
自
由
を
考
慮
の

外
に
置
く
。
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
成
果
の
達
成
の
た
め
に
競
争
の
自
由
は
制
限
は
き
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て

(
幻
)

彼
の
理
論
は
両
者
の
抵
触
の
可
能
性
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

(
相
同
〉

ホ
ッ
プ
マ
ン
も
競
争
を
動
態
的
な
過
程
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
の
相
違
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
o

た
だ
彼
は
競
争
が
も
た
ら
す
成
果
を
個
別
的
に
制
定
す
る
こ
と
は
限
ら
れ
た
我
々
の
知
識
で
は
困
難
で
あ
り
危
険
が
多
い
と
考
え

カ
ル
テ
ル
庁
に
高
度
の
行
政
的
裁
量
権
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
広
範
な
国
家
干
渉
を
ま

る
。
そ
し
て
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
許
せ
ば
、

北法32(2・31)375

ね
く
と
す
る
。
む
し
ろ
競
争
は
そ
れ
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
成
果
が
予
め
誰
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
競
争
政
策
上
な
す
べ
き
こ
と
は
、
一
定
の
行
為
準
則

3
1乙
お
ぬ
己
ロ
)
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
の
動
態
的
プ
ロ
セ
ス

(
m
m
)
 

が
合
理
的
・
効
率
的
に
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。



説

カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ヅ
ハ
は
そ
の
経
済
的
成
果
が
一
定
の
方
法
で
測
定
可
能
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。
た
だ
直
接
的
に
市
場
成

果
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
市
場
構
造
を
想
定
し
、
そ
の
も
と
で
最
適
の
市
場
成
果
が
生
ま
れ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
。

し
た
が
っ
て
彼
の
競
争
政
策
は
か
か
る
市
場
構
造
の
創
出
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
そ
の
た
め
個
別
的
な
措
置
が
提
案
さ
れ
る
。
カ
ン
ツ
ェ
ン

5命

る30ノミ
0'-' 'y 

の
競
争
政
策
t土

一
般
的
な
ル

l
ル
の
設
定
に
と
ど
ま
る
ホ
γ
プ
マ
ン
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
、

か
な
り
介
入
主
義
的
色
彩
が
強
く
な

両
者
の
議
論
は
あ
る
程
度
抽
象
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

(況〉

ア
メ
リ
カ
で
の
論
争
の
よ
う
に
現
行
の
制
度
を
手
が
か
り
に
し
た

政
策
の
評
価
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
に
「
覚
え
書
き
」
が
一
市
す
よ
う
に
、
政
策
の
指
導
理
念
に
対
す

る
影
響
力
は
強
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

?
〉
民
自

N
B
E
n
y
F
E
E
b
r
p弘
5
2
¥草
案
号
、
な
司
、

s
s
g
r
N・
ERFmm∞各自ロ
mh宮
内
』
・
"
の
血
豆
諸

8
・
呂
田
寸
・
著
者
が
参
照
し

た
の
は
こ
の
第
二
版
で
あ
る
。

(
2
〉

E
C
B
B
S
F
F
口
同
国
間

oロ
NG同
仏
叩
円
。
司
江
口
同
丘
町
ロ
当

g
r
2
2
E
2
0
E
x
r
-
K
Fる
お
町
宮
、
'
刊
誌
、

~
F
5
3
b
N
E
S。
s
h
G
S礼

b
s
s
p

同
凶
《
円

H
叶タ

H
由
自
由

uω-M∞∞・

(
3
〉
問
自

N
g
g
n
y
F
ロω団
関

o日
目
立

P
H
O
E
H
E
-
g
巧

Erod司
O
H
Z
E
O
B
E
F
Kマ
窓
込
町
、
コ
マ
同
ミ
小
q
g
N
g
s。司之内

S
礼

b
b
s
s
w

回

L
H∞
ゲ
呂
田
寸
・

ω-HS・
こ
れ
に
は
さ
ら
に
ホ
ッ
プ
マ

γ
が
反
論
し
て
い
る
。
図
。
宅

g
S
F
E
O
H
1
5
r
-
D
E
E
E県
内
町
内
宮
巧
。
片
手
和
司

2Z-

k
r
s円
』
呂
、
'
豆
、
匂
ミ
芯

gN国
営
き
遣
な

S
札
切
を
吉
井
回

L-H∞ゲ

Hus-ω
・
日
戸

〈

4
〉
こ
こ
で
も
、
西
ド
イ
ツ
の
競
争
政
策
に
つ
い
て
の
専
門
家
の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
菊
川
貞
巳
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
カ

ソ
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
最
適
競
争
強
度
論
」
京
都
産
業
大
学
経
済
経
営
論
議
一
一
一
一
巻
二
号
六

O
頁
(
以
下
「
カ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ッ
ハ
」
)
、
同
「
西
ド
イ
ツ
に

お
け
る
ホ
ッ
プ
マ
ン
の
競
争
政
策
に
つ
い
て
(
そ
の
一
)
」
同
誌
一
三
巻
四
号
二
七
頁
(
以
下
「
ホ
ッ
プ
マ
ソ
」
)
の
二
論
文
で
あ
る
。

(

5

)

の
EHF
』

-z・
。
。
語
、

E
S
S
E
A
N
b句
、
首
選
礼
町
、

3
2
3
4司
自
宮
口
問
S
P
U・。
.. 
呂
田
ゲ
勺
・
台
町
内
・
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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説

(

お

)

同

門

NVANE出
品

"ω-UHω
・

(

部

)

同

町

P
R
F
ω
・2
叶
・
「
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
競
争
政
策
上
の
措
置
は
徐
々
に
こ
の
不
自
由
の
維
持
と
促
進
へ
と
向
う
。
(
つ
ま
り
〉
・
:
最
適
の
競
争

強
度
の
市
場
に
参
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
競
争
者
の
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
最
適
の
競
争
機
能
を
減
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

彼
を
市
場
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
参
入
阻
止
的
措
置
や
慣
行
が
許
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
と
な
る
。
」
(
回
E
s
r
c
-
-
阿ハロユ・

4
〈

E
r
g
o
H
r田宮
E
F
g
u
n
r
g
p
o
F
Z
F
Z
H
L
8
5
L
P品
B
阻止

5

5・
g
よ
詞
1
・
H甲町∞
-ω
・ω
(呂
¥
ロ
)
)
・

(
幻
)
ホ
ッ
プ
マ
ン
は
こ
れ
を
デ
ィ
レ
ン
マ
・
テ
l
ゼ

(
U
F
F
B
B曲目、
H，rgmu
と
呼
ん
で
い
る
(
出
CMM司自由ロ
p
m
-
出・

0
・・

ω・
包
む
。
ヵ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と

ホ
ッ
プ
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
競
争
政
策
の
目
的
に
関
す
る
こ
の
二
つ
の
異
な
っ
た
考
え
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ

F
a
H
C
E
S
S
-
-え
ハ
手
段
論
者
〉

お
よ
び
宮
阻
止
z
t
c
E
F円
(
制
度
論
者
)
と
い
う
呼
び
名
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る

(
F
E
R
E
-
0
2
0・割、
a
H
F
g
q
F
G
N
M
M
H問
主
役
ぬ
〉
ミ
h
B
F

吋
忌
E
m
g
-
H由

a-
∞
-HN)
。
つ
い
で
に
言
う
と
、
右
の
シ
ュ
レ
ヒ
ト
(
政
府
の
役
人
〉
に
よ
れ
ば
、
連
邦
政
府
の
競
争
政
策
は
両
目
標
の
ど
ち
ら
か

一
方
に
片
寄
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
共
に
考
慮
に
入
れ
必
ず
そ
の
折
衷
に
努
め
て
き
た
と
さ
れ
る

3
n
E
R
E
-
同・目・

0
・・

ω・5
)。

(
お
)
「
市
場
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
を
、
発
見
の
過
程
(
肘
E
L
R
r
g
m
S
2
p
r
zロ
〉
、
す
な
わ
ち
追
求
1
3
5
F
)、
教
示

l

Q口町
2
5巳円
0
5・)、

学
習
の
過
程

(
T
w
g司
B
自
由
)
と
し
て
と
ら
え
る
:
・
」
(
出
D
3
E
B
P
目
・
〈
o-F耳
目
gnrmwEwro
ロ
ロ
牛
耳
町
znrmhg吉日
E
R
r
o
F
L
2
2ロ
m

仏
g
同
R
E
-
-
己ロ仏

Z
oロO
唱。-
B
n
r
F
E
U
E
C
S目
白
ロ
ロ
¥
F
F
2
B
R
r
q
-
沼
町
ミ
苫

3HHGG円』
mnRW刷
、
匂
・
可
之
内
ヨ
LP込
H
3
2諸
民
吉

MNRMVH
丸
町
、

き
H
H
F
S
S
h
t
R
F
S
E
3
3・
2

E口問
m
p
E
2・
ω・
印
公

g。

(
卸
)
出

0
8自由ロ
P
白
-
m
・

o・-∞
-MOlロ
・
彼
の
い
う
「
シ
ス
テ
ム
理
論
的
あ
る
い
は
社
会
理
論
的
立
場
」
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
カ
ル
テ
ル

法
・
独
占
法
は
「
規
範
的
・
機
能
的
」
に
作
用
す
る
こ
と
に
な
り

3
・5
)、
そ
の
性
格
は
「
法
規
法

(HNonvzm226」
(
実
質
的
な
価
値
の
実
現
に

仕
え
る
法
)
的
な
も
の
に
な
る

3
・

He。

(叩〉

E
C匂回出
SHE-
田・同・

0
・・

ω・5

彼
の
分
類
に
従
え
ば
こ
れ
は
「
新
古
典
的
l
モ
デ
ル
理
論
的
立
場
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
カ
ル
テ
ル
法
・
独
占
法

は
「
措
置
法

Q
P
E
E
r自由
mgmR)」
(
特
定
の
目
的
の
達
成
に
仕
え
る
法
)
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
。
な
お
菊
川
「
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
」
一
一
一

八
頁
。

〔
泊
〉
一
九
六
五
年
に

D
E
S
F守

h
b
s
~
N
S
E
e
誌
上
で
ボ
I
ク
/
バ
ウ
マ
ン
と
プ
レ
イ
グ
/
ジ
ョ

l
ン
ズ
と
の
聞
で
行
な
わ
れ
た
反
ト
ラ
ス
ト
政
策

の
目
的
を
め
ぐ
る
有
名
な
論
争
。
土
井
紀
夫
「
反
ト
ラ
ス
ト
の
目
標
を
め
ぐ
っ
て
山
間
」
鹿
児
島
経
大
論
集
一
二
巻
三
号
二
二
頁
、
四
号
一
一
一
一
一
一
良

参
照
。

山

首岡
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四

ま
と
め

「
覚
え
書
き
」
の
示
し
た
競
争
政
策
の
指
導
像
は
、
そ
の
経
済
的
機
能
(
と
く
に
技
術
的
進
歩
・
経
済
成
長
の
達
成
)
を
最
適
の
か
た
ち

で
果
た
す
競
争
(
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争
)
を
理
想
と
し
、
か
か
る
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争
を
実
現
す
る
方
向
へ
と
競
争
政
策
を
展
開

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
競
争
政
策
は
経
済
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
し
て
も
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

ま
さ
に
こ
の
点
に
競
争
制
限
禁
止
法
の
成
立
を
支
え
た
新
自
由
主
義
の
競
争
政
策
観
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
覚
え
書

き
」
が
作
成
さ
れ
た
経
韓
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
経
済
成
長
や
不
況
等
の
様
々
な
問
題
の
前
に
立
た
さ
れ
て
い
た
当
時
の
西
ド
イ
ツ
の

経
済
状
況
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
「
覚
え
書
き
」
の
こ
の
競
争
政
策
は
実
際
に
は
、
有
効
競
争
が
期
待
さ
れ
る
べ
き
一
定
の
市
場
構
造
の
形
成
を
志
向
し
、
政
策

戦後西ドイツにおけるカルテル規制jの変遷 (3) 

上
と
ら
れ
る
べ
き
具
体
的
措
置
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
法
改
正
の
提
案
の
段
階
で
は
|
|
本
稿
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
カ
ル
テ
ル
規
制
に

関
し
て
言
え
ば

l
l中
小
企
業
の
協
業
促
進
の
た
め
の
適
用
除
外
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
覚
え
書
き
」
の
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
特
徴
で
あ
る
o

し
か
し
協
業
の
促
進
は
従
来
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
「
覚
え
書
き
」
の
右
の
提
案
は
そ
れ
ま
で
の
実

務
の
確
認
と
い
う
性
格
が
強
い
。
こ
の
よ
う
に
「
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争
」
の
観
念
は
一
方
で
は
現
状
肯
定
的
側
面
を
有
し
て
い
る
。
そ

れ
は
「
覚
え
書
き
」
の
作
成
者
が
競
争
政
策
の
実
務
に
は
直
接
関
与
し
な
い
連
邦
経
済
省
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
後
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、
産
業
の
集
中
が
進
行
し
寡
占
市
場
の
問
題
が
表
面
化
す
る
と
、
中
小
企
業
の
協
業
の
促
進
と
い
う
方

法
に
よ
る
「
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争
」
の
維
持
と
い
う
主
張
は
も
は
や
通
用
し
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
む
し
ろ
第
一
条
を
積

極
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
カ
ル
テ
ル
規
制
を
強
化
し
な
け
れ
ば
「
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争
」
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

は
第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
な
私
法
的
な
接
近
方
法
か
ら
の
脱
却
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
覚
え
書
き
」
は
特
に

何
も
述
べ
て
い
な
い
が
、
結
論
の
部
分
で
対
象
説
の
放
棄
を
示
唆
し
て
い
る
ハ
本
節
ニ
、
参
照
)
こ
と
か
ら
も
あ
る
程
度
推
察
す
る
こ
と
が
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説

で
き
よ
う
。

以
上
述
べ
た
こ
と
は
ま
さ
に
、
実
務
を
任
さ
れ
て
い
る
カ
ル
テ
ル
庁
に
課
題
と
し
て
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
も
後

論

期
に
お
い
て
は
、
そ
の
年
次
報
告
書
の
な
か
で
、
景
気
政
策
の
必
要
性
や
そ
れ
と
競
争
政
策
と
の
関
係
を
論
じ
、
ま
た
「
有
効
競
争
」
の
実

現
の
可
能
性
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
実
際
に
も
、
「
機
能
的
競
争
・
有
効
競
争
」
の
観
念
が
、
他
方
に
お
い
て
、
法
の
規
制
の

強
化
を
も
た
ら
す
側
面
を
も
有
し
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
考
察
の
な
か
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
〉
た
と
え
ば
、
政
府
の
「
全
体
経
済
の
発
展
の
鑑
定
の
た
め
の
専
門
家
委
員
会
窃
同
門

F
4
2
2
E岳
mmRえ
さ
円
切
巾
間
口
広
島
Z
口問

L
2
m
g曲目
Z
E
-

由
円
宮
内
岳

n
r
g
開
己
主
口

r
Z口
問
)
」
(
第
一
節
二
、
参
照
〉
が
一
九
七
一
年
に
連
邦
議
会
に
提
出
し
た
年
次
勧
告

(UEnr窓口
z
g
h
E
d
の
な
か
で

は
、
競
争
を
、
目
的
と
し
て
(
選
択
の
自
由
)
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
政
策
の
手
段
と
し
て
(
全
体
経
、
済
的
な
目
的
達
成
の
た
め
の
道
具
と
し
て
の
競

争
)
も
理
解
す
る
よ
う
な
ご
賞
し
た
競
争
政
策
」
を
追
求
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る

3
・
H

自
民
・
〉
。
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
も
同
年
の
年
次
報

告
書

(
O
B
n
g
R
r叩

g
b可
。
)
に
お
い
て
こ
の
主
張
を
支
持
し
て
い
る

(ω
・5
P
C。

〈

2
)
ω
。
r
E
F
F
m
0・
z
o
g
E
Z
E
r
z
a
g
山口弘

2
当
B
r
o
z同
r
a
r
o
o
t
E
E
F同町長
ω
山
岳
民
間
口
ロ

m
g
n
z
z
g喝
さ
昨
日

m
n
r
2
N
E
E
J

包
括
g
u
E司氏
.
S
J
H
由

自

白

幡

∞

-gu
は
す
で
に
一
九
六
六
年
に
、
カ
ン
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
機
能
的
競
争
を
競
争
政
策
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
実
行
す
る
場
合
の

問
題
点
を
論
じ
、
結
論
と
し
て
、
機
能
的
競
争
の
保
護
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
は
対
象
説
や
民
法
的
な
カ
ル
テ
ル
契
約
概
念
の
理
解
か
ら
離
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

3
・
go¥芯
乙
。

(

3

)

競
争
原
理
の
み
で
は
価
格
安
定
、
完
全
一
一
雇
用
、
安
定
し
た
経
済
成
長
の
よ
う
な
全
体
経
済
上
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識

に
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
は
至
っ
て
い
る
(
一
九
七
一
年
の
年
次
報
告
書
、

U
E
n
r
s
n
z
g
¥日
日
斗
0
・
ω
-
H
C。
し
か
し
競
争
政
策
も
右
の
よ
う
な
目
的

に
仕
え
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
有
効
競
争
の
維
持
と
保
障
が
投
資
や
卒
新
の
た
め
の
新
た
な
イ
シ
セ
ソ
テ
ィ
ヴ
を
つ
く
り
出
す
場
合
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
(
同

ω・
H
C。
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Zusammenfassung 

(Bd. 32-Heft 2) 

In diesem Kapitel versucht der Verfasser den wirtschaftlichen 

Hintergrund， der ein Wandel der deutschen Wettbewerbspolitik und 

damit der kartellrechtlichen Praxis in dem zweiten Zeitraum (1967 ~) 

bewirkt hat. 

Mit der Beendung der Krieges und dem allmah1ichen Ubergang 

vonder Kreigs-zur Friedenswirtschaft war die Hauptaufgabe der Wirt-

schaftspolitik zun邑chstauf die Herbeifuhrung einer moglichst hohen 

Beschaftigung und eines raschen Wirtschaftswachstums gerichtet. Die 

deutsche Wirtschaftspolitik hat diesen Zielen besonders seit der W油rungs

reform in 1948 in hohem Mase gerecht geworden. Und in der Phase 

des羽Tiederaufbausund den }ahren kraftiger wirtschaftlicher Expansion 

stand die BRD nicht vor dem Problem der Krise oder Depression. 

* a. o. Professor an der Handelshochschule OTARU 
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Erst mit der Ausschopfung der bundesdeutschen Arbeitskraft-

reserven und der Uberbeanspruchung des heimischen Produktionspoten-

tials wurde dann klar， das einer weiteren wirtschaftlichen Expansion 

naturliche Grenzen gesetzt waren. Bereits hatte man erkannt， das 

mit dem vorhandenen Instrumentarium die neuen wirtschaftlichen 

Probleme (hohes Preisniveau， konjunktue11e Uberhitzung usw.) nicht 

genug gelost werden kるnnten. Und das hat auf den Gedanken 

gebracht， das soziale Marktwirtschaft mit der weitgehenden Prozes-

poli tik erganzt werden sol1 (Globalsteuerung) und das nur so eine 

gleichgewichtige Entwicklung der Volkswirtschaft und damit das 

marktwirtschaftliche System auf die Dauer gesichert werden kann. 

Wegen offensichtlies Mangels an der Koordination unter Wirt-

schaftspolitik und Finanzpolitik， Kreditpolitik hat das Kabinett in 1964 

den Bundeswirtschaftsminister und den Bundesfinanzminister damit 

beauftragt， gesetzliche Masnahmen zur Beeinflussung der konjunktuellen 

Entwicklung vorzubreiten. Anfang Juli 1966 beschlos die damalige 

CDUjCSU-FDP-Regierung den Entwurf eines Gesetzes zur Forderung 

der wirtschaftlichen Stabi1itat. Nach erheblicher Erweiterung des 

ursprunglichen konjunkturpolitischen Instrumentariums unter der 

Leitung der Grosen Koalition ist der Entwurf am 10. 5. 1967 vom 

Bundestag als Gesetz zur Forderung der Stabilitat und des 

Wachstums der Wかtschaft(Stab-G) verabschiedet worden. 

~1 dieses Gesetzes erklat: wirtschaft-und finanzpolitischen Mas-

nahme sind so zu treffen， das sie im Rahmen der marktwirtschaftlichen 

Ordnung gleichzeitig zur Stabilitat des Preisniveaus， zu einem hohen 

Besch託ftigungsgradund auβenwirtschaftlichen Gleichgewicht bei steti-

gem und angemessenem Wirtschaftswachstum beitragen. Und in folgen-

den Paragraphen sind systematische konjunktur-und wachstumspolitische 

Instrumentarien vorgesehen. So kann man mit K. SCHILLER dieses 
Gesetz als Grundgesetz moderner Prozeβpolitik charakterisieren. Hier-

durch ist die bundesdeutsche Wirtschaftspolitik von der nach einer 

neoliberalistischen Ordnungspolitikorientierten in die neue， also nach 

der Globalsteuerung suchende Phase eingetreten. 

Die veranderte Lage in der 羽Tirtschaftspolitik hat ihren 
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Niederschlag auch in der Wettbewerbspolitik gefunden. So zur gleichen 

Zeit auch auf dem Gebiet der Wettbewerbspolitik ist der Wunsch 

aufgetreten， Erkenntnisse aus der Praxis mit dem GWB und veranderte 

ausere Umstande， die sich insbesondere aus der europaischen 

wirtschaftlichen Integration ergeben hatten， in die wettbewerbspolitische 

Konzeption einzuarbeiten. In 1968 hat die Arbeitsgruppe Wettbeτverbs・

politik im Bundeswirtschaftsministerium das Ergebnis der Diskussion 

uber das wettbewerbspolitische Leitbild verkundet. Und auf der Basis 

dieses Leitbildes ist der Entwurf einer 2. Novelle zum GWB von BWM 

ausgearbeitet worden. 

Nach diesem Leitbild soll die Wettbewerbspolitik dahin entwickelt 

und ausgepragt werden， daβdie dynamischen， den Fortschritt und das 

Wachstum fるrderndenFunktionen des Wettbewerbs in den V ordergrund 

gestellt werden (funktionsfahiger， wirksamer Wettbewer台). Hier ist 

die Instrumentalisierung des Wettbewerbs und daher ein bemerkenswe. 

rter 羽Tandel neoliberalistischer wettbewerbspolitischer Konzeption 

(neues Leitbild der Wettbewerbspolitik) feststellbar. 

(Fortsetzung folgt) 
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